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主な内容

　４月10日㈫、市内の各小学校で入学式が行われまし
た。３月に竣工式を迎えた長浜小学校では、49人の新
入生が入学。できたばかりの教室に、元気の良い大き
な声が響きました。

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち

２０１２

なつかしの国 石見

２０１２

なつかしの国 石見

青い海・緑の大地　人が輝き文化のかおるまち
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校
舎
屋
根
に
は
石
州
赤
瓦
を
使
用
し
、
古
い

校
舎
の
玄
関
の
面
影
を
新
校
舎
の
玄
関
に
取
り

入
れ
ま
し
た
。玄
関
内
部
の
建
具
の
一
部
に
は
、

旧
校
舎
の
窓
ガ
ラ
ス
を
移
設
、
ま
た
地
元
木
材

を
積
極
的
に
使
用
し
た
温
か
み
の
あ
る
校
舎
と

な
り
ま
し
た
。

　

竣
工
式
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
長
浜
小
学
校

改
築
記
念
事
業
実
行
委
員
会
主
催
の
記
念
式
典

で
は
、
伝
統
的
な
「
祝
い
込
み
」
や
、
長
浜
小

学
校
神
楽
ク
ラ
ブ
に
よ
る
石
見
神
楽「
恵
比
須
」

が
披
露
さ
れ
、
竣
工
を
祝
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
教
育
総
務
課
（
☎
�
９
７
０
１
）

　

平
成
22
年
９
月
に
着
工
し
た
長
浜
小
学
校
の

新
校
舎
が
完
成
し
、
３
月
20
日
㈷
に
竣
工
式
及

び
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

旧
校
舎
は
、
昭
和
２
年
に
建
設
さ
れ
た
木
造

校
舎
で
、
85
年
が
経
過
し
て
老
朽
化
が
進
ん
だ

た
め
、
新
た
に
校
舎
を
建
て
替
え
、
併
せ
て
校

庭
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
校
舎
は
、
総
面
積
約
１
５
、８
０
０
㎡
の

敷
地
に
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
５
、１
２
１
㎡
の
校
舎
を
新
築
し

ま
し
た
。
屋
外
運
動
場
は
、
１
０
０
ｍ
の
直
線

走
路
と
、
１
周
１
５
０
ｍ
の
ト
ラ
ッ
ク
が
取
れ

る
広
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

長浜小学校神楽クラブによる石見神楽「恵比須」

地元の皆さんによる「祝い込み」

長
浜
小
学
校
新
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
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　多様な学習形態に対応するため、学年
共用のワークスペースと個別学習室を設
けるとともに、長浜地区の歴史的資料や
伝統工芸品などを展示できる「郷土資料
室」を玄関横に設けています。
　各教室及び廊下の天井や床には、地元
木材を積極的に使用して、温かみのある
仕上げとしました。

木の温もりを感じられる

　校舎２階や３階からは、海や港を眺望
できるよう校舎北側に外廊下を配置して
います。
　また、階段の手すりなど施設の一部に
は、海を連想させる碇

いかり

や舵
か じ

などのデザイ
ンを取り入れ、港町「長浜」を感じられ
る親しみやすい校舎としました。

海・港町・長浜を感じられる

　校舎の屋上には、太陽光発電システム
を設置するとともに、照明器具はＬＥＤ
を採用するなど、環境面に配慮した校舎
としました。
　また、廊下や階段には手すりを取り付
け、多目的トイレやエレベーターなどを
設置して、障がい者や高齢者の皆さんも
利用できるようにしました。

環境にやさしい・人にやさしい

新校舎の特徴
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※　三隅図書館イメージ図

　

平
成
24
年
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
平

成
24
年
度
当
初
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
。平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
の
編
成
は
、

引
き
続
き
『
集
中
と
選
択
』
を
テ
ー
マ
と

し
、「
中
期
財
政
計
画
」
に
沿
っ
て
、
行

財
政
改
革
の
着
実
な
実
行
と
計
画
的
な
予

算
編
成
に
努
め
、
主
要
施
策
に
重
点
配
分

を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
の
動
向
が
不

透
明
な
な
か
、
税
制
改
正
に
伴
う
国
庫
補

助
負
担
金
の
一
般
財
源
化
や
雇
用
対
策
の

充
実
な
ど
、
国
の
予
算
を
極
力
反
映
す
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
同
様
、
概
算
要
求
基
準
（
シ
ー
リ

ン
グ
）
を
設
定
し
、
歳
出
の
徹
底
的
な
見

直
し
を
行
う
一
方
で
、
雇
用
景
気
対
策
に

も
配
慮
し
、
国
の
緊
急
雇
用
創
出
事
業
に

加
え
、
当
初
予
算
で
は
２
億
４
千
万
円
ほ

ど
の
新
規
枠
を
設
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
央
図
書
館
建
設
及
び
文
教
地

区
基
盤
整
備
に
10
億
円
、
三
隅
図
書
館
建

設
に
３
億
円
、
長
期
債
借
入
れ
に
伴
う
元

金
償
還
に
係
る
繰
上
償
還
に
８
億
円
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
結
果
、
平
成
24
年
度
の
一
般
会
計

予
算
総
額
は
３
６
３
億
円
と
な
り
、
前
年

度
と
比
較
し
て
、金
額
で
６
千
万
円
の
減
、

率
に
し
て
０
・
２
％
の
減
と
、
市
町
村
合

併
後
最
大
規
模
で
あ
っ
た
昨
年
度
と
同
程

度
の
予
算
規
模
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
平

成
28
年
度
以
降
に
生
じ
る
市
町
村
合
併
に

よ
る
財
政
措
置
の
縮
減
を
念
頭
に
、
更
な

る
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、
持
続
可
能

な
財
政
体
質
へ
の
転
換
を
図
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

平成24年度浜田市当初予算

一
般
会
計
予
算

総
額　
３
６
３
億
円

◎
予
算
編
成
概
要

持
続
可
能
な
財
政
体
質
の

確
立
に
向
け
て
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一般会計
歳出【性質別】
363億円

義
務
的
経
費

（51.0%）

（35.1%）

その
他
の
経
費

投資的経費投資的経費
（13.9%）（13.9%）

人件費
6,000(16.5％)

扶助費
6,239(17.2％)

公債費
6,264(17.3％)

普通建設事業費等
5,049(13.9％)

物件費
4,351(12.0％)

維持補修費
388(1.1％)

補助費等
2,819(7.8％)

投資及び出資金
20(0.0％)

貸付金
766(2.1％)

繰出金
3,710(10.2％)

積立金
694(1.9％)

●人件費：市の職員の給与や退職金などの経
費

●扶助費：生活保護や高齢者・乳幼児の医療
費などの経費

●公債費：市が借り入れた地方債の支払に要
する経費

●普通建設事業費等：道路・橋りょう・学校
など公共用又は公用施設の建設に要する経
費及び災害復旧に要する経費 

●物件費：賃金・旅費・需用費・役務費・委
託料・使用料及び賃借料などの物財調達の
ための経費 

●維持補修費：市が管理する公共用又は公用
施設などを維持するために必要な補修経費

●補助費等：各種団体に対する補助金・交付
金・負担金などの経費

●積立金：基金などに積み立てるための経費
●投資及び出資金：財産運用のための投資・
公益上の必要性から支出される出資金など
の経費 

●貸付金：政策金融・修学費の支援などを目
的として貸付けを行うための経費　

●繰出金：一般会計と特別会計又は特別会計
相互間において支出される経費

自
主
財
源

（33.2%）

（66.8%）

一般会計
歳入
363億円

市税
7,320(20.2％)

分担金及び
負担金
525(1.4％)
使用料及び
手数料
564(1.6％)

繰入金
1,825(5.0％)

依

存
財
源

諸収入
1,664(4.6％)

その他
162(0.4％)

地方譲与税等
1,157(3.2％)

地 方 交 付 税
12,000（33.1%）

国庫支出金
3,205(8.8％)
国庫支出金
3,205(8.8％)

県支出金
2,388(6.6％)
県支出金
2,388(6.6％)

市債
5,490(15.1％)

●市税：市民の皆さんが納める税金
●分担金及び負担金：事業をするために、
事業の受益を受ける人から、一部を負担
してもらうお金
●使用料及び手数料：施設の使用料や諸証
明の発行などの手数料
●繰入金：基金などから繰り入れるお金
●諸収入：雑入や貸付金元利収入など
●その他：財産の貸付収入など
●地方譲与税等：国税の一部又は全部が市
に交付されるお金
●地方交付税：全ての市町村で等しく行政
サービスが提供できるよう国が交付する
お金
●国庫支出金：特定の事業に対して交付さ
れる国からの補助金など
●県支出金：特定の事業に対して交付され
る県からの補助金など
●市債：市が資金調達のために借り入れる
お金

■特別会計 （単位：千円）

会　　計　　名 予　算　額

国 民 健 康 保 険
事 業 勘 定 7,228,454
直 診 勘 定 306,279

駐 車 場 事 業 68,210
公 設 水 産 物 仲 買 売 場 17,917
国 民 宿 舎 事 業 78,313
公 共 下 水 道 事 業 717,496
農 業 集 落 排 水 事 業 490,784
漁 業 集 落 排 水 事 業 63,209
生 活 排 水 処 理 事 業 94,835
簡 易 水 道 事 業 1,172,656
後 期 高 齢 者 医 療 730,599

■公営企業会計 （単位：千円）

会　　計　　名 収　入 支　出

水  道  事  業
収益的収支 936,904 919,693
資本的収支 199,764 586,162

工 業 用 水 道 事 業
収益的収支 98,177 98,177
資本的収支 0 18,250

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

（単位：百万円）

（単位：百万円）

注表示単位未満単純四捨五入のため集計は必ずしも一致しません

用語解説（歳出）

歳　入

歳　出

用語解説（歳入）

平成２4年度予算
■　特別会計　　　（10会計）
■　公営企業会計　（２会計）

☆
一
般
会
計
の
概
要
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･･･ 浜田さん家の家計簿 ･･･

庁舎の管理、徴
税、選挙などに
使います。74,452円

高齢者や障がいのある
人、生活保護などに使
います。146,821円

商業や工業、観光
の振興、企業誘致
などに使います。17,062円33,863円

ごみ処理や火葬
場の維持、病気
の予防、環境保
全などに使いま
す。 消火活動、救

急救命などに
使います。21,675円道路や河川、公

園、住宅の整備
などに使います。

借金の返済に使
います。

105,334円

小中学校、幼稚園、
公民館の運営、文
化財保護、生涯学
習などに使います。

66,304円

議会運営、勤労青
少年ホームの運
営、災害復旧など
に使います。

7,689円

※　金額は､ それぞれに四捨五入
しているため、合計額が一致し
ない場合があります。

農業や林業、
漁業の振興に
使います。72,450円

64,640円

支出（　）は市の性質別区分 平成24年度
当初予算

構成比
（%）

食費（人件費） 60万円 16.5 
光熱水費、日用雑貨代（物件費） 43万5千円 12.0 
医療費（扶助費） 62万4千円 17.2 
ローンの返済金（公債費） 62万6千円 17.3 
子どもへの仕送り（繰出金） 37万1千円 10.2 
家の増築費（普通建設事業費） 50万5千円 13.9 
町内会費、サークル会費
（補助費等） 28万2千円 7.8 

定期貯金（積立金） 6万9千円 1.9 
アパートの修理、知人へ貸したお
金など(維持補修費、貸付金など） 11万8千円 3.2 

合　　　　計 363万円 100.0 

収入（　）は市の収入科目 平成24年度
当初予算

構成比
（%）

自
主
財
源

給料 （市税）　 73万2千円 20.2 
アパートの家賃収入などの副収入
（使用料及び手数料など） 29万1千円 8.0 

預金の取崩し（繰入金） 18万2千円 5.0 

依
存
財
源

親からの援助
（地方交付税、地方譲与税など）131万7千円 36.3

兄弟からの援助（国県支出金） 55万9千円 15.4 
家を増築するための銀行からの
借入金（市債） 54万9千円 15.1 

合　　　　計 363万円 100.0 

浜田さん家の家計簿、昨年と違う点は？
・収入　給料（市税）が減ってしまいます。
・支出　ローンの返済（公債費）を頑張ります。

◎予算額（一般会計）を10,000分の１にして１年間の家計簿風にしてみると…

１人あたりの
歳  出  額
６1万２8９円

平成24年度末借入金
（地方債）残高見込
１人あたり

８８万2,０８7円 

平成24年度当初予算額 ３６３億円　を
市民の皆さん１人あたりの歳出に換算してみましょう。

市民１人あたりの歳出状況

人   口   ５９，４８０人
世帯数　２６，８５３世帯

（Ｈ24．３．１現在）

総務費 民生費

商工費農林水産業費衛生費

消防費

土木費

公債費

教育費

その他
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○地域安全まちづくり事業【1,277万円（継続）】
　地域の安全安心や防災防犯意識の高揚を図り、「人
づくり」「まちづくり」「安全で安心な浜田市」を目指
す。
○弥栄中学校体育館改築事業【6,692万円（新規）】
　老朽化した弥栄中学校体育館を現地改築し、安全安
心な教育環境の整備を図る。

○骨髄バンクドナー支援事業【42万円（新規）】
　㈶骨髄移植推進財団が実施する骨髄バンク事業のド
ナー候補者が、円滑に骨髄などを提供できるよう支援
を行う。

○浜田発地食甲子園開催事業【500万円（新規）】
　地元高校生の柔軟な発想を、地元企業が新しい商品
へ進化させると共に、その商品を販売する企業との連
携を図ることを目的に、「地食甲子園in浜田（仮称）」
を開催するための経費を助成する。
○認定農業者レベルアップ支援事業

【1,500万円（新規）】
　市内認定農業者に対し、機械・施設などの整備に対
する補助を行う。
○豊かな海を育む浜田の森づくり事業

【520万円（新規）】
　森林組合の高性能林業機械導入に対する補助を行う
ことにより、施業の機械化と現場から消費地へ直送す
る流通システムを開発し、生産コストの削減を図る。
○浜田地域沖合底曳網漁業構造改革推進事業

【7,264万円（新規）】
　沖合底曳網漁船のリシップ（大規模修繕）による漁
業構造改革の取組に対する支援を行う（事業主体：Ｊ
Ｆしまね）。
○浜田港ロシア貿易拡大プロジェクト負担金

【1,453万円（新規）】
　平成23年度で終了する「浜田港ロシア貿易促進プロ
ジェクト事業」で得た成果をもとに、物流・商流機能
をより強固なものとし、対ロシア貿易の拡大を目指す。

○中央図書館整備事業【8億3,218万円（継続）】
　現在の浜田図書館については、狭

きょう

隘
あ い

であり老朽化が
進んでいることから、新たに中央図書館機能を有する
新図書館を整備する。
○三隅図書館整備事業【2億9,473万円（継続）】
　自治区住民の強い要望により、整備が決定した三隅
自治区の図書館を整備する。
○三隅図書館太陽光発電システム整備事業

【5,000万円（新規）】
　ＣＯ₂排出削減対策の一環として、再生可能エネル
ギーの利用と普及を図書館建設に併せて行う。

○定住対策基金事業【1億5,153万円（継続）】
　地域振興基金を活用し、各自治区独自の定住施策を
実施する。
○ブータン王国友好協定締結事業【155万円（新規）】
　石州半紙の技術を縁に始まったブータン王国との交
流において、新たな友好協定を締結する。
○長浜西住宅建設事業【4,637万円（継続）】
　平成26年度完成を目途に、熱田（20戸）・長浜（12
戸）・城ヶ平（40戸）を集約して新規に長浜西住宅（80
戸）を建設する（社会資本整備総合交付金事業）。
○狭小市道回転場等緊急設置事業【1,600万円（新規）】
　狭小幅員の市道に待避所や回転場を部分的に設置
し、車両の離合などを容易にする。
○橋本明治・弘安作品展覧会開催事業

【586万円（新規）】
　平成23年度に寄贈を受けた橋本明治画伯及び橋本弘
安画伯の作品を中心とした展覧会を、世界こども美術
館で開催する（平成24年５月開催）。

※　表示単位未満単純四捨五入を行っています。
※　各事業の詳細は、市のホームページに掲載して

います。
問い合わせ先　本庁財政課財政係（☎�９２１０）

平成２4年度の主な事業
　本年度の歳出予算のうち、重点施策及び新規事業を中心に、主な
事業をお知らせします。

～安全・安心～

～地域医療を守る取組～

～産業の振興、経済の活性化～

～図書館建設～

～定住対策・国際交流・生活基盤整備・文化～
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　「自分が育ったまち、大切な家族や友人が暮らすまち、そんな
かけがえのない町を守りたい！」その思いがあれば誰でも消防団
員に参加できます。
　東日本大震災でも消防団の活躍により多くの命が救われ、消防
団の重要性が改めて認識されました。
　災害から大切なものを守るため、あなたも消防団で活躍してみ
ませんか？

　３月31日付けで田中忠昭団長が
退団され、新消防団長に稲岡邦雄
さんが任命されました。
　幹部団員についても異動があ
り、新しい体制については次のと
おりです。

日時　５月20日㈰　午前９時～
場所　東公園ふれあい広場
※　この大会には浜田消防隊から14分団が出場し、

小型ポンプ操法の競技を行います。優勝した分団
は、８月５日㈰に奥出雲町で開催される「第56回
島根県消防操法大会」への出場権を獲得します。

入団の申込み・問い合わせ先　市消防本部警防課（☎�０１１９）

副　団　長
小林修司 下谷　巧 官澤和明 栗栖一雄

浜田消防隊
原田義一

副隊長

隊長
長冨幸男
三浦博志

金城消防隊

副隊長
隊長 渡邉庄信

槇田米利

旭消防隊

副隊長
隊長 橋本安延

中村富昭

弥栄消防隊

副隊長
隊長 大谷十三一

野村一男

三隅消防隊

副隊長
隊長 梅谷照男

野田政利

団　長
稲岡邦雄

消防団員募集 ～ 自分のまちを災害から守るため ～

浜田市消防団が新体制になりました

第３回浜田消防隊消防操法
訓練大会を開催します
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柿
本
人
麻
呂
は
、
古
代
日
本
が
生

ん
だ
最
初
の
専
門
詩
人
で
あ
り
、
文

学
者
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
集
団
的
に

音
楽
と
し
て
唄
わ
れ
て
い
た
歌
謡

を
、
個
人
の
思
い
を
文
字
に
書
き
記

し
て
詠う

た

う
和
歌
へ
と
、
作
り
変
え
て

い
っ
た
の
が
人
麻
呂
で
あ
る
。
こ
の

国
最
初
の
歌
集
『
万
葉
集
』
の
第
一

巻
と
第
二
巻
は
、
人
麻
呂
を
中
心
に

編あ

ま
れ
て
い
る
と
さ
え
言
え
、
最
初

の
勅
撰
歌
集
『
古
今
集
』
の
序
で
は
、

「
歌
聖
」と
ま
で
称
え
ら
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
当
時
の
公
式
の
歴
史

記
録
で
あ
る
『
続

し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
に
は
人

麻
呂
に
つ
い
て
の
記
述
は
ま
っ
た
く

な
く
、
彼
が
い
つ
ど
こ
で
生
ま
れ
、

い
つ
ど
こ
で
死
ん
だ
か
も
分
か
ら
な

い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
柿
本
人

麿
の
謎
』
と
か
『
人
麿
の
謎
を
解
く
』

と
い
っ
た
類
の
本
が
数
多
く
出
て
い

る
。

　

し
か
し
、
そ
の
人
麻
呂
に
と
っ
て

石
見
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
土
地
で

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

　

ひ
と
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
石
見
相そ

う

聞も
ん

歌か

」（
柿
本
朝
臣
人
麿
、
岩い

わ

見み

の

国
よ
り
、
妻
と
別
れ
て
、
上
り
来
る

と
き
の
歌
）
が
彼
の
代
表
作
の
ひ
と

つ
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
に
は
、「
角つ

の

（
都
野
）
の
浦
」
や

「
高た

か

角つ
の

山や
ま

（
島
星
山
）」
や
「
和わ

田た

津づ

（
渡
津
）」
な
ど
、
現
在
の
江
津

市
近
辺
の
地
名
が
数
多
く
詠
み
込
ま

れ
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
人
麻
呂
の
臨
終

歌
（
柿
本
人
麿
、
岩
見
の
国
に
あ
り

て
、
死
な
む
と
せ
し
と
き
、
自
ら
傷い

た

み
て
作
る
歌
）
で
あ
る
。
そ
の
終

し
ゅ
う

焉え
ん

地
「
鴨
山
」
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て
、

益
田
市
高
津
説
、
美
郷
町
湯
抱
説
、

浜
田
城
山
説
な
ど
、
い
ま
だ
に
論
争

が
続
い
て
い
る
。

島
根
県
立
大
学
副
学
長　
　

飯
田
泰
三

　

３
月
５
日
㈪
、
島
根
県
理
容
生
活
衛
生

同
業
組
合
浜
田
支
部
か
ら
、
タ
オ
ル
の
寄

贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
支
部
で
は
、
高
齢
者
福
祉
施
設
に
お

い
て
、「
使
用
済
み
の
も
の
で
あ
っ
て
も

タ
オ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
助
か
る
」
と

聞
き
、
市
内
の
加
盟
理
容
店
や
来
店
客
に

呼
び
か
け
、
１
年
間
で
タ
オ
ル
約
５
０
０

枚
を
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、
東
清
司
支
部
長
が
「
施

設
に
お
い
て
有
効
活
用
し
て
も
ら
い
た

い
。
こ
れ
を
契
機
に
毎
年
続
け
て
い
き
た

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
け
取
っ
た
タ
オ
ル
は
、
市
内
の
養
護

老
人
ホ
ー
ム
４
施
設
に
配
り
、
施
設
に
お

い
て
有
効
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

（
本
庁
高
齢
障
が
い
課
）

　

３
月
22
日
㈭
、「
黒
川
報
徳
社
」
か
ら
、

学
校
図
書
整
備
費
と
し
て
寄
附
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
黒
川
報
徳
社
」
は
、
大
正
９
年
か
ら

社
会
奉
仕
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、

役
員
や
社
員
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
な

ど
か
ら
、３
月
31
日
を
も
っ
て
解
散
さ
れ
、

社
員
在
住
エ
リ
ア
の
小
・
中
学
校
の
図
書

整
備
費
と
し
て
寄
附
を
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

寄
付
金
額
は
２
９
２
万
円
で
、
石
見
小

学
校
１
０
０
万
円
、三
階
小
学
校
92
万
円
、

第
一
中
学
校
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
で
は
、こ
の
寄
付
金
を「
ふ

る
さ
と
寄
付
」
と
し
て
基
金
に
積
み
、
平

成
24
年
度
に
各
学
校
で
の
図
書
整
備
費
に

活
用
し
ま
す
。

（
本
庁
教
育
総
務
課
）

「石見の海」と詠まれた日本海（イメージ）

タ
オ
ル
５
０
０
枚
の

寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た

学
校
図
書
整
備
費
と
し
て

寄
附
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

「
萬
葉
学
会
」
開
催
関
連
講
座

～
「
柿
本
人
麻
呂
」
の
足
跡
を
探
し
て
②
～
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ご意見をお寄せください。市長E-mail:mayor@city.hamada.shimane.jp

　

伊
勢
松
坂
と
浜
田
藩
と
を
、
江

戸
時
代
か
ら
二
百
年
の
時
を
超
え

て
「
駅
鈴
」
が
つ
な
ぐ
物
語
で
す
。

　

昨
年
の
秋
に
、
松
阪
市
へ
研
修

に
訪
れ
た
浜
田
市
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
（
斎
藤
晴
子

会
長
）
の
皆
さ
ん
か
ら
、
石
州
浜

田
藩
の
お
殿
様
の
さ
り
げ
な
い
手

土
産
が
大
切
に
語
り
継
が
れ
、
松

阪
の
特
産
品
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
斎

藤
会
長
の
話
で
は
、
伊
勢
自
動
車

道
の
松
阪
イ
ン
タ
ー
の
出
口
や
Ｊ

Ｒ
松
阪
駅
前
な
ど
に
、
大
き
な
鈴

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、

市
内
の
マ
ン
ホ
ー
ル
に
も
鈴
の
絵

柄
が
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
松
坂

藩
出
身
の
国
学
者
・
本
居
宣
長
が

鈴
の
音
を
愛
し
、「
駅
鈴
」
を
大

切
に
し
て
い
た
か
ら
、
と
の
言
い

伝
え
が
あ
り
ま
す
。
そ
の「
駅
鈴
」

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
の
が
、
当
時

の
浜
田
藩
主
だ
っ
た
、
と
い
う
の

で
す
。
こ
の
本
居
宣
長
の
弟
子
に

第
12
代
浜
田
藩
主
松
平
康
定
の
儒

臣
で
あ
り
、
浜
田
藩
校
長
善
館
の

開
校
に
尽
力
し
た
小お

篠ざ
さ

敏み
ぬ

が
い
ま

し
た
。
宣
長
は
、
敏
の
高
い
学
識

を
認
め
高
弟
と
し
て
遇
し
、
著
書

の
中
に
も
敏
に
敬
称
を
付
け
て
記

し
、「
漢
字
三
音
考
」
の
序
文
を

書
か
せ
る
な
ど
、
敏
を
深
く
信
頼

し
て
い
ま
し
た
。

　

松
平
康
定
は
国
学
を
好
み
、
寛

政
７
年
（
１
７
９
５
年
）、
伊
勢
神

宮
参
宮
の
途
中
、
松
坂
に
泊
り
、

宣
長
の
「
源
氏
物
語
」
講
釈
を
聴

聞
し
て
い
ま
す
。
主
君
の
来
訪
に

先
立
っ
て
敏
は
主
君
の
命
で
「
駅

鈴
」を
持
参
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

宣
長
が
鈴
好
き
な
こ
と
を
聞
い
た

康
定
の
心
尽
く
し
の
手
土
産
と
い

え
ま
す
。「
駅
鈴
」
は
古
代
、
地
方

に
派
遣
さ
れ
る
役
人
が
身
分
の
証

と
し
た
も
の
で
、
康
定
が
宣
長
に

贈
っ
た
「
駅
鈴
」
は
、
隠
岐
島
の

玉
若
酢
命
神
社
に
あ
る
国
の
重
要

文
化
財
の
「
駅
鈴
」
を
模
し
た
も

の
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
宣
長
に

は
、
た
く
さ
ん
の
門
人
か
ら
珍
し

い
鈴
が
贈
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、

一
国
の
殿
様
か
ら
鈴
を
贈
ら
れ
る

こ
と
は
、
そ
の
当
時
大
変
名
誉
な

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
こ

の
「
駅
鈴
」
は
松
阪
市
の
本
居
宣

長
記
念
館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
「
石
見
国
浜
田
と
本
居

宣
長
」
と
題
し
た
記
念
講
演
会
が

６
月
２
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

い
わ
み
ー
る
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
駅
鈴
」が
つ
な
い
だ
、
石
見
の

国
浜
田
と
伊
勢
の
国
松
坂
の
お
話

を
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

浜田藩主松平康定が贈った「駅鈴」のモニュメント
【ＪＲ松阪駅前にて】

私は、どんな話題についても自分の意見を持っ
てはっきりと発言します。何かについて、「どう
思うか」と聞かれたら、誰にでも正直に答えます。
だからこそ、使う言葉を大切にすることも非常に
重要だと思います。母国語で自分の思考を表現す
ることはそれほど難しくないですが、ほかの言語
では、間違った意味の言葉を使ってしまうことが
あります。

英語圏の国際交流員は、アメリカの代表でもあ
ります。使っている言葉が非常に重要になります。
アメリカの良いところをなるべく誤解を招かない
ように、表現できるように言葉を選んでから話し
ます。

英会話の教室や学校訪問で、アメリカの文化や
習慣についての質問をよく受けます。私はいつも、
アメリカの文化や習慣が、世界中の国々や移民の
歴史を基にしているので、多様であることを説明
します。

私は、アメリカの良いところよりも、交流の大
切さを皆さんに伝えたいと思います。

国際交流の仕事に従事するということは、自分
の国について十分知識を持つだけでなく、ほかの
国の文化や人々に触れて親しむことによって、両
国の知識と理解を深めることが必要だと思いま

す。アメリカと日本のニュースを読んだり、市民
の皆さんと交流を通して、いろいろなことを学ん
でいきたいと思っています。

完璧に日本語が使えるようになることより、交
流やコミュニケーションをしたいという気持ちが
大切ではないかと思います。言葉で自分の考えを
伝える前に、まずは誰かにその考えを伝えたいと
いう気持ちがないとできないことですね。

英文学読者サークル「アメリカ文学を読もう！」の様子

交流と言葉
浜田市国際交流員　ジェイソン　ベックマン

新・お元気ですか�
浜田市長 宇津徹男
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
23
年
６
月
１
日
の
住
宅
用

火
災
警
報
器
設
置
期
限
か
ら
、
約

１
年
が
経
過
し
ま
す
。
設
置
義
務

化
以
降
、
全
戸
設
置
に
向
け
た
広

報
や
説
明
会
な
ど
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
依
然
２
割
弱
の
住
宅
で

未
設
置
の
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

設
置
し
て
い
な
い
住
宅
は
、
早

急
に
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。
既
に

設
置
し
て
い
る
住
宅
は
、
作
動
試

験
な
ど
を
定
期
的
に
行
い
、
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

市
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
�
１
１
６
７
）

　

次
の
施
設
の
市
災
害
時
指
定
避

難
所
の
指
定
を
解
除
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

施
設
名　
旧
浜
田
家
政
高
等
専
修

学
校

所
在
地　
松
原
町

※　

災
害
時
に
は
町
内
や
集
落
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
適
切
な
避
難
場

所
を
選
ん
で
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　

新
町
自
主
防
災
会
（
旭
町
）
で

は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的

と
し
て
、
そ
の
受
託
事
業
収
入
を

財
源
に
実
施
し
て
い
る
㈶
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
の
平
成
23
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ

助
成
事
業
）
を
活
用
し
、Ａ
Ｅ
Ｄ
・

大
型
炊
き
出
し
器
・
テ
ン
ト
な
ど

の
資
器
材
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

新
町
自
主
防
災
会
は
、
過
去
に

地
域
で
発
生
し
た
大
火
や
豪
雨
災

害
を
教
訓
に
「
み
ん
な
の
ま
ち
は

み
ん
な
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
平

成
19
年
６
月
に
設
立
、
今
後
は
購

入
し
た
資
器
材
を
活
用
し
、
各
種

災
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
や
応

急
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

（
市
旭
支
所
自
治
振
興
課
）

　

反
社
会
的
勢
力
で
あ
る
暴
力
団

は
、
暴
力
行
為
を
背
景
と
し
た
活

動
で
、
市
民
生
活
や
社
会
経
済
活

動
に
不
当
に
介
入
し
、
市
民
の
生

活
を
脅
か
す
と
と
も
に
、
社
会
経

済
活
動
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
暴

力
団
に
よ
る
不
当
な
影
響
を
社
会

全
体
で
排
除
し
、
市
民
の
安
全
で

平
穏
な
生
活
の
確
保
と
社
会
経
済

活
動
の
健
全
な
発
展
に
寄
与
す
る

た
め
に
、
必
要
な
基
本
的
な
事
項

を
定
め
た
浜
田
市
暴
力
団
排
除
条

例
が
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
。

基
本
理
念

⑴　

暴
力
団
と
交
際
し
な
い
こ
と

⑵　

暴
力
団
を
利
用
し
な
い
こ
と

⑶　

暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い
こ

と
⑷　

暴
力
団
を
恐
れ
な
い
こ
と

　

市
・
市
民
・
事
業
者
が
一
体
と

な
っ
て
、
暴
力
団
の
い
な
い
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
安
全
安
心
推
進
課
防
災
安

全
係
（
☎
�
９
１
２
２
）

　「東日本大震災」から１年を経過しましたが、
いまだに多くの被災者が支援を必要としていま
す。現在も、１週間で4,000～5,000件、金額に
して４億～５億円に上る多額の義援金が日本赤
十字社へ寄せられており、日本赤十字社は東日
本大震災義援金の受付期間を半年の間、延長し
ました。
　浜田市においても本庁・各支所・各公民館に
設置している募金箱の設置期間を９月30日㈰ま
で延長します。
　今後とも、被災者の支援活動にご協力をお願
いします。
これまでに市へお寄せいただいた義援金総額
　２２，８７０，９９９円（３月31日現在）
問い合わせ先

本庁安全安心推進課防災安全係
（☎�９１２２）

く
ら
し
の
情
報
広
場

く
ら
し
の
情
報
広
場

安
全
安
心

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

は
お
済
み
で
す
か

市
災
害
時
指
定
避
難
所
の

指
定
解
除

平
成
23
年
度
宝
く
じ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

浜
田
市
暴
力
団
排
除
条
例

が
施
行
さ
れ
ま
し
た

募金箱の設置期間の延長のお知らせ
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

島
根
県
で
は
、
県
政
に
対
す
る

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る

た
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ

く
「
し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
内
容　
年
10
回
程
度
、
県
政

の
課
題
な
ど
か
ら
選
定
し
た

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
実
施
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
パ
ソ
コ
ン
か
ら
回
答

応
募
資
格　
県
内
在
住
で
満
15
歳

以
上
、
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
持
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
携

帯
電
話
を
除
く
。）
か
ら
日
本

語
で
回
答
で
き
る
人

応
募
方
法　

県
広
聴
広
報
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.pref.shim

ane.
lg.jp/kochokoho/w

ebm
oni/

※　

随
時
、受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

県
広
聴
広
報
課

（
☎
０
８
５
２
�
６
５
０
１
）

　

４
月
か
ら
地
籍
調
査
に
係
る
相

談
や
各
種
申
請
受
付
窓
口
が
、
次

の
と
お
り
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

受
付
窓
口　
本
庁
地
籍
調
査
室
地

籍
調
査
係

受
付
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
土
・
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
。）

窓
口
が
変
更
と
な
る
主
な
業
務

⑴　

地
籍
調
査
に
関
す
る
こ
と

⑵　

地
籍
調
査
成
果
品
な
ど
の
閲

覧
交
付
申
請
に
関
す
る
こ
と

⑶　

地
籍
調
査
事
業
実
施
区
域
内

に
お
け
る
法
定
外
公
共
物
及
び

市
道
な
ど
の
境
界
確
定
に
関
す

る
こ
と

⑷　

街
区
基
準
点
の
管
理
保
全
に

関
す
る
こ
と

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
籍
調
査
室
地
籍
調
査
係

（
☎
�
９
６
１
１
・
▢FAX
�
６
５

０
０
）

　

都
市
計
画
法
に
基
づ
く
都
市
計

画
変
更
案
及
び
下
水
道
法
に
基
づ

く
事
業
計
画
変
更
案
を
作
成
し
ま

し
た
の
で
縦
覧
し
ま
す
。

　

変
更
案
に
意
見
の
あ
る
人
は
、

縦
覧
期
間
中
、
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

変
更
の
概
要　
効
率
的
な
下
水
道

整
備
を
行
う
た
め
、
旭
都
市
計

画
下
水
道
の
排
水
区
域
を
約
４

ヘ
ク
タ
ー
ル
追
加
し
ま
す
。

縦
覧
期
間　
５
月
21
日
㈪
～
６
月

４
日
㈪　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。）

※　

意
見
書
の
提
出
期
限
は
、
６

月
４
日
㈪
必
着
と
し
ま
す
。

縦
覧
場
所　
本
庁
下
水
道
課
及
び

市
旭
支
所
建
設
課

意
見
書
提
出
方
法　
任
意
の
様
式

に
意
見
内
容
・
住
所
・
氏
名
を

記
入
の
上
、
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
又
は
直
接
持
参
し
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

説
明
会
の
開
催

日
時　
５
月
18
日
㈮

午
後
７
時
～

場
所　
し
ろ
つ
の
生
活
改
善
セ
ン

タ
ー
（
旭
町
木
田
）

※　

申
込
み
は
不
要
で
す
。

意
見
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
下
水
道
課
【
〒
６
９
７-

８
５
０
１　

殿
町
１
番
地
（
☎

�
９
６
４
１
・
▢FAX
�
２
６
２

８
）】

Em
ail:gesuido@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
大
部
分
を
占

め
る
家
庭
の
台
所
ご
み
を
少
し
で

も
減
ら
す
た
め
、
電
気
式
生
ご
み

処
理
機
の
購
入
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

・
家
庭
用
電
気
式
処
理
タ
イ
プ

対
象
外
と
な
る
生
ご
み
処
理
機

・
電
気
を
使
わ
な
い
容
器
タ
イ
プ

・
生
ご
み
を
収
納
す
る
だ
け
で
、

処
理
し
な
い
も
の

対
象
及
び
要
件

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、

実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

・
３
年
以
内
に
同
制
度
に
よ
る
補

助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

・
平
成
24
年
４
月
１
日
以
降
に
購

入
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

・
市
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と

補
助
額　
１
基
購
入
額
の
１
／
３

で
、
上
限
２
万
円

数　
１
基
の
み

申
請
締
切
日

平
成
25
年
３
月
８
日
㈮

必
要
書
類

・
領
収
証
（
レ
シ
ー
ト
で
の
申
請

手
続
は
で
き
ま
せ
ん
。）

※　

領
収
証
の
交
付
が
困
難
な
場

合
（
購
入
代
金
の
口
座
引
き
落

と
し
な
ど
）
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

・
印
鑑
（
認
印
可
）

・
預
金
通
帳
（
補
助
金
を
口
座
に

振
り
込
む
た
め
口
座
番
号
の
分

か
る
も
の
）

・
写
真
１
枚
（
設
置
状
況
を
示
す

も
の
）

申
請
方
法　
申
請
書
（
本
庁
廃
棄

物
リ
サ
イ
ク
ル
課
及
び
各
支
所

市
民
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ　
事
業
所
で
生
ご
み
処
理
容
器

を
購
入
し
た
場
合
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
で
す
か
？

Ａ　

補
助
金
は
、
一
般
家
庭
か
ら

出
さ
れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
、

再
資
源
化
を
図
る
の
が
目
的
で

あ
る
た
め
、
事
業
所
へ
の
補
助

は
あ
り
ま
せ
ん
。

Ｑ　
補
助
金
の
振
込
口
座
は
申
請

生
活
・
環
境

し
ま
ね
ｗ
ｅ
ｂ
モ
ニ
タ
ー

募
集
中

地
籍
調
査
受
付
窓
口
の
変
更

旭
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更

生
ご
み
処
理
機
購
入
に

伴
う
補
助
制
度
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

者
以
外
の
口
座
で
も
よ
い
で
す

か
？

Ａ　

申
請
者
以
外
の
口
座
で
も
大

丈
夫
で
す
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
課

（
☎
�
９
４
３
０
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　

毎
年
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ

チ
の
巣
の
駆
除
に
つ
い
て
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

春
先
の
巣
が
小
さ
い
時
期
に
発

見
し
駆
除
を
行
え
ば
、
費
用
も
安

く
す
み
ま
す
。
ハ
チ
の
巣
は
、
早

め
の
駆
除
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ハ
チ
の
巣
が
で
き
や
す
い
場
所

天
井
裏
・
壁
の
中
・
床
下
・
戸

袋
の
中
・
垣
根
や
植
え
込
み
の

中
・
木
の
洞
の
中
な
ど

ハ
チ
の
巣
を
見
付
け
た
ら
…

　

大
変
危
険
で
す
の
で
近
づ
か

ず
、
ハ
チ
に
刺
激
を
与
え
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
チ
の
巣
の
駆
除
は
…

　

そ
の
土
地
の
所
有
者
、
又
は
管

理
者
が
駆
除
業
者
に
確
認
の
上
、

直
接
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

駆
除
業
者
（
五
十
音
順
）

・
㈱
さ
ん
び
る
浜
田
営
業
所
【
長

沢
町
（
☎
�
２
８
９
２
）】

・
㈱
ソ
ウ
カ
ン
【
後
野
町
（
☎
�

１
７
８
９
）】

・
太
平
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
浜
田
営

業
所
【
浅
井
町
（
☎
�
０
８
３

２
）】

・
ハ
チ
セ
ン
モ
ン
【
上
府
町
（
☎

０
８
０-

６
３
１
７-

９
６
２

０
）】

・
浜
田
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
㈱

【
港
町
（
☎
�
１
５
９
８
）】

・
フ
ジ
マ
害
虫
消
毒
㈲
【
片
庭
町

（
☎
�
６
４
７
１
）】

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

～
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で

地
球
を
守
ろ
う
！
～

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
身
近
に
で
き
る
夏
期
の
節
電

対
策
と
し
て
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ

ン
の
普
及
に
取
り
組
み
ま
す
。
グ

リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
で
省
エ
ネ
し
、

夏
バ
テ
防
止
の
健
康
野
菜
、
ゴ
ー

ヤ
を
食
べ
て
地
球
と
一
緒
に
元
気

に
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推

進
隊
の
活
動
の
様
子
を
５
月
１
日

㈫
か
ら
15
日
㈫
ま
で
、
市
役
所
本

庁
市
民
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
と
は
？

　

あ
さ
が
お
や
ヘ
チ
マ
な
ど
の
ツ

ル
性
植
物
を
窓
の
外
に
作
る
自
然

の
カ
ー
テ
ン
の
こ
と
で
す
。

　

窓
か
ら
の
日
ざ
し
を
遮
り
、
葉

が
建
物
の
放
射
熱
や
地
面
か
ら
の

照
り
返
し
を
遠
ざ
け
て
く
れ
る
た

め
、
省
エ
ネ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
市
内
の
世
帯
及
び
事
業
所

受
付
期
間

５
月
１
日
㈫
～
15
日
㈫

配
布
セ
ッ
ト
内
容　
ゴ
ー
ヤ
苗
３

本
・
堆
肥
５
㎏
・
プ
ラ
ン
タ
ー

（
26
ℓ
）
１
個
の
セ
ッ
ト

配
布
数　
５
０
０
セ
ッ
ト

※　

１
世
帯
（
事
業
所
）
１
セ
ッ

ト
で
す
。

料
金　
無
料

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

ル
又
は
直
接
来
庁
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
で
申
し

込
む
場
合
は
、
ゴ
ー
ヤ
希
望
の

旨
・
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

受
付
終
了
後
、
引
換
券
を
送

付
し
ま
す
。

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選

と
な
り
ま
す
。
抽
選
に
外
れ
た

人
に
も
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

配
布
方
法　

引
換
券
を
持
参
し
、

お
近
く
の
引
換
え
場
所
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※　

配
布
時
期
は
５
月
下
旬
、
配

布
場
所
は
本
庁
及
び
各
支
所
を

予
定
し
て
い
ま
す
。詳
し
く
は
、

引
換
券
に
記
載
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
は
ま

だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
・
▢FAX
�
０
２

１
０
）

Em
ail:kankyou@

city.ham
ada.

shim
ane.jp

５月側溝消毒予定表
日 曜 実　施　計　画
1 火 上府町三宅、外ノ浦町、松原町１～３・６
2 水 松原町４・５・７・８、殿町１・６～８
7 月 殿町１～５、田町２～５
8 火 田町１、琵琶町、朝日町１～６・９・10
9 水 朝日町１～４・６～８、牛市町、紺屋町２～５
10 木 紺屋町２・３、天満町、新町、錦町
11 金 蛭子町、栄町、片庭町
14 月 港町１～４
15 火 京町、高田町、清水町、真光町
16 水 原町、瀬戸見町、元浜町
17 木 大辻町、原井町
18 金 原井町、瀬戸ケ島町、港町５
21 月 長沢町１
22 火 長沢町２～５・７・８
23 水 生湯町１～４
24 木 長沢町６・８、桜ケ丘、菅原団地
25 金 浅井町４～６
28 月 浅井町１～３、黒川町１・２
29 火 黒川町３～７
30 水 相生町１～３
31 木 相生町３・４、竹迫町
※　雨天などにより中止した場合、町内会長からの連
絡で土曜日に実施することがあります。

（本庁くらしと環境課）

ハ
チ
の
巣
は
早
期
に
発
見
・

駆
除
を
し
ま
し
ょ
う

ゴ
ー
ヤ
育
成
セ
ッ
ト
を
配
布

し
ま
す
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

例
年
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、

風
が
弱
く
て
気
温
が
高
く
晴
れ
た

日
に
、
空
気
中
の
光
化
学
オ
キ
シ

ダ
ン
ト
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

一
定
の
濃
度
を
超
え
、
継
続
す

る
と
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
光

化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
注
意
報
や
警

報
が
発
令
さ
れ
ま
す
が
、
直
ち
に

健
康
に
被
害
が
生
じ
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
落
ち
着
い
て
対
応

し
て
く
だ
さ
い
。

○
屋
外
で
の
活
動
を
控
え
、
窓
を

で
き
る
だ
け
閉
め
ま
し
ょ
う
。

○
学
校
・
幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど

で
は
、
子
ど
も
を
屋
内
に
戻
し

ま
し
ょ
う
。

○
目
・
の
ど
な
ど
に
刺
激
を
感
じ

た
人
は
、
洗
眼
や
う
が
い
を
し

ま
し
ょ
う
。

※　

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト
と
は
、

大
気
中
の
窒
素
酸
化
物
・
炭
化

水
素
な
ど
が
紫
外
線
に
よ
っ
て
、

光
化
学
反
応
を
起
こ
し
生
成
さ

れ
る
オ
ゾ
ン
を
主
体
と
す
る
酸

化
性
物
質
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課

（
☎
�
９
４
２
０
）

　

東
京
商
工
会
議
所
主
催
の
エ
コ

検
定
（
環
境
社
会
検
定
試
験
）
は

広
く
環
境
問
題
に
関
す
る
知
識
を

問
わ
れ
る
検
定
で
す
。
環
境
問
題

に
つ
い
て
幅
広
く
学
べ
る
だ
け
で

な
く
、
対
策
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
す
。

　

は
ま
だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
で

は
、
エ
コ
検
定
に
合
格
し
た
「
エ

コ
ピ
ー
プ
ル
」
に
受
験
料
を
助
成

し
、
応
援
し
ま
す
。

エ
コ
検
定
試
験

日
時　
７
月
22
日
㈰

場
所　
出
雲
・
松
江
・
広
島
な
ど

※　

詳
し
く
は
、
受
験
票
に
記
載

し
て
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間　
５
月
８
日
㈫
～
６
月

８
日
㈮

※　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
定
試
験
受
験
料
助
成

対
象
者　
７
月
22
日
の
エ
コ
検
定

合
格
者
で
、
市
内
在
住
の
人

受
付
期
間

９
月
７
日
㈮
～
28
日
㈮

助
成
金
額　
５
、
２
５
０
円
（
エ

コ
検
定
受
験
料
）

助
成
人
数　
10
人
（
申
込
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

申
請
方
法　
申
請
書
（
本
庁
く
ら

し
と
環
境
課
に
あ
り
ま
す
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
エ
コ
検
定

合
格
証
と
通
帳
の
コ
ピ
ー
を
添

え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

エ
コ
検
定
試
験
に
つ
い
て

東
京
商
工
会
議
所
（
☎
０
３-

３
９
８
９-

０
７
７
７
）

http://w
w
w
.kentei.org/eco/

index.htm
l

検
定
試
験
受
験
料
助
成
に
つ
い
て

本
庁
く
ら
し
と
環
境
課
内
は
ま

だ
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進
隊
事
務
局

（
☎
�
９
４
２
０
・
▢FAX
�
０
２

１
０
）

できることからはじめましょう
【まとめて洗って、時間も水も大切に】
　標準的な全自動洗濯機の、洗濯槽の容量は約50
ℓ。１度の洗濯で１回の「洗い」と２回の「ため
すすぎ」を行うと、合計で３槽分・150ℓの水を
使います。洗う回数が増えれば、それだけ布地が
傷みますし、必要以上の洗剤や水の使用は環境へ
の影響も大きいことが指摘されています。少量の
洗濯物を毎日洗うよりも、洗濯機の容量に合わせ
て、洗濯回数を少なくした方が効果的です。使っ
たら洗うといった洗濯習慣など、洗濯のあり方に
ついて、少し考え直してみませんか。
エコ洗濯の工夫を紹介します
○洗剤は適量を守って
　少なすぎると洗浄性能は落ちますが、洗剤を多
く入れすぎても洗浄性能はほとんど変わりません。

○ひと手間かけて
　汚れのひどい部分には事前に洗剤をすりこんで
通常の洗濯を。汚れがよく落ちます。
○「ためすすぎ」のススメ
　３分間ずつ２回（計６分）ためすすぎをするの
と、６分間注水すすぎをするのでは、すすぎ時間
が同じでも、注水すすぎの方が約50ℓもたくさん
の水を使っています。

　風呂の残り湯を「洗い」に使っている人も多い
と思いますが、これも立派なエコ洗濯ですね。

出典（参考）　公益財団法人しまね自然と環境財
団「エコライフ10へのご招待」

（本庁くらしと環境課）

光
化
学
オ
キ
シ
ダ
ン
ト

（
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
）
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い

エ
コ
検
定
受
験
料
を

助
成
し
ま
す

エコライフへのご招待　～快適な住まいでエコライフ～
自分なりのエコライフの一歩を、意識的に踏み出そう
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

受
付
期
間

５
月
21
日
㈪
～
６
月
１
日
㈮

入
居
資
格　
次
に
掲
げ
る
条
件
を

全
て
満
た
し
て
い
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

・
現
在
同
居
又
は
同
居
予
定
の
親

族
が
あ
る
人
（
60
歳
以
上
・
身

体
障
が
い
者
・
Ｄ
Ｖ
被
害
者
な

ど
は
単
身
で
も
申
込
み
が
可
能

で
す
。）

・
収
入
月
額
が
15
万
８
千
円
以
下

で
あ
る
世
帯
。
た
だ
し
高
齢
者

世
帯
・
障
が
い
者
を
含
む
世
帯
・

子
育
て
世
帯
（
小
学
校
就
学
前

の
子
ど
も
の
い
る
世
帯
）
な
ど

は
、
収
入
月
額
が
21
万
４
千
円

以
下
で
あ
る
世
帯

※　

収
入
月
額
と
は
、
世
帯
全
員

の
年
間
総
所
得
額
（
前
年
分
）

か
ら
控
除
額
（
世
帯
の
状
況
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）
を
引

い
て
12
で
割
っ
た
額
で
す
。

・
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
で
あ
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

※　

そ
の
ほ
か
の
入
居
条
件
や
収

入
基
準
の
範
囲
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

募集住宅 所在地 建設年度 戸数 家賃の月額

日脚大久保住宅 日脚町 昭和63年度 １戸 17,600円～
34,600円

下府住宅 下府町 昭和47～50年度 ３戸 5,300円～
20,300円

上府住宅 上府町 昭和58年度
各１戸

16,100円～
31,600円

内田住宅 内田町 昭和44年度 3,600円～
7,100円

波佐住宅 金城町波佐
昭和60年度 ２戸 14,800円～

29,100円

昭和60年度
（平成22年度改修）

各１戸

16,100円～
31,600円

都川団地 旭町都川 昭和52年度
（平成22年度改修）

11,900円～
23,400円

市木団地 旭町市木 昭和57年度
（平成22年度改修）

15,100円～
29,600円

家賃　収入額によって異なります。
敷金　家賃の月額の３か月分
※　募集戸数については、若干の変更がある場合があります。

受
付
期
間

５
月
21
日
㈪
～
６
月
１
日
㈮

（
必
着
）

募
集
団
地

一
般
住
戸

・
石
原
団
地
（
熱
田
町
）

・
黒
川
団
地
（
黒
川
町
）

・
向
野
田
団
地
（
三
隅
町
）

・
新
星
島
団
地
（
江
津
市
嘉
久
志

町
）

・
青
山
団
地
（
江
津
市
二
宮
町
）

・
東
高
浜
団
地（
江
津
市
江
津
町
）

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
住
宅

・
東
高
浜
団
地（
江
津
市
江
津
町
）

抽
選
日　
６
月
上
旬

入
居
予
定
日　
７
月
中
旬

※　

間
取
り
・
入
居
条
件
や
そ
の

ほ
か
の
募
集
団
地
な
ど
詳
し
く

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

島
根
県
住
宅
供
給
公
社
浜
田
住

宅
管
理
事
務
所

（
☎
�
０
５
３
５
）

　

市
で
は
使
用
予
定
の
な
い
「
空

き
家
」
を
探
し
て
い
ま
す
。

　

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
、

空
き
家
の
有
効
活
用
を
し
ま
せ
ん

か
。
空
き
家
を
所
有
し
て
い
る

人
、
空
き
家
を
知
っ
て
い
る
人
か

ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録

し
た
空
き
家
に
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン

者
が
入
居
し
た
場
合
、
空
き
家

改
修
事
業
補
助
金
制
度
（
最
大

１
０
０
万
円
）
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
加
入
料
補
助
金
制
度
（
最
大

５
２
、５
０
０
円
）
の
対
象
と
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

※　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
と
は
、

使
用
予
定
の
な
い
空
き
家
を
登

録
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
へ
情
報

提
供
を
行
う
制
度
で
す
。

空
き
家
地
図
情
報
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.ham

ada-akiya.
com

/

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
定
住
対
策
課

（
☎
�
９
２
２
０
）

　

市
で
は
、
市
民
の
居
住
環
境
の

向
上
と
住
宅
関
連
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
既
存
の
住
宅
を
市
内

の
工
務
店
な
ど
を
利
用
し
て
リ

フ
ォ
ー
ム
を
行
う
場
合
に
、
そ
の

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
住
宅
の
要
件
を
緩
和
し

ま
し
た

　

４
月
か
ら
要
件
を
緩
和
し
、
助

成
制
度
を
利
用
し
や
す
く
し
ま
す
。

改
正
点　
昭
和
56
年
５
月
31
日
以

前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
に
つ
い

て
は
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
て

い
れ
ば
耐
震
性
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
補
助
対
象
に
な
り
ま

す
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
概
要

対
象
者　
次
の
要
件
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る
人

・
市
町
村
税
の
滞
納
が
な
い
人

住
宅

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

空
き
家
情
報
を
提
供
し
て

く
だ
さ
い

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業



広報はまだ：平成24年５月号　　　16

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

対
象
住
宅　
市
内
に
所
有
し
、
現

に
居
住
し
て
い
る
住
宅
用
火
災

警
報
器
が
設
置
し
て
あ
る
個
人

住
宅
又
は
併
用
住
宅
の
個
人
住

宅
部
分
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
も
の

・
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
後
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
（
新
耐
震
基
準

に
適
合
し
て
い
る
。）

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
住
宅
（
旧
耐
震
基
準

が
適
用
さ
れ
て
い
る
。）
の
う

ち
、
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
も

の
※　

既
に
こ
の
補
助
を
受
け
た
住

宅
は
、
対
象
外
で
す
。

※　

営
利
を
目
的
と
し
て
家
賃
を

徴
収
し
て
い
る
賃
貸
住
宅
は
、

対
象
外
で
す
。

対
象
工
事

⑴　

既
存
住
宅
の
安
全
性
・
耐
久

性
・
居
住
性
の
向
上
の
た
め
に

行
う
改
築
・
増
築
（
10
㎡
以
内

の
も
の
に
限
る
。）・
修
繕
・
模

様
替
え
・
設
備
改
善
で
、
そ
れ

に
要
す
る
費
用
が
50
万
円
以
上

で
あ
る
こ
と

⑵　

施
工
業
者
が
、
市
内
に
事
業

所
を
有
す
る
法
人
又
は
市
内
に

住
所
を
有
す
る
個
人
事
業
主
で

あ
る
こ
と

⑶　

補
助
金
の
交
付
決
定
後
に
工

事
に
着
手
し
、
交
付
申
請
を
し

た
日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31

日
ま
で
に
補
助
対
象
工
事
が
完

了
す
る
こ
と

⑷　

補
助
対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
の
部
分
に
つ
い
て
、
ほ

か
の
同
種
の
補
助
金
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
こ
と

※　

介
護
保
険
法
・
障
害
者
自

立
支
援
法
に
基
づ
く
住
宅
改

修
、
し
ま
ね
長
寿
の
住
ま
い
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
、
石
州
瓦

等
利
用
促
進
補
助
事
業
な
ど
の

同
種
の
補
助
金
を
受
け
て
行
う

工
事
部
分
は
対
象
外
で
す
。

※　

作
り
付
け
で
は
な
い
家
具
・

家
電
製
品
、
そ
の
ほ
か
の
物
品

の
購
入
費
用
は
対
象
外
で
す
。

※　

住
宅
版
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

と
の
重
複
は
可
能
で
す
。

補
助
金
額　
対
象
工
事
に
要
す
る

費
用
の
額
の
10
分
の
１
に
相
当

す
る
額
で
、
20
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
。

受
付
期
間　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に

着
手
す
る
日
の
７
日
前
ま
で
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
請
件
数
が
予
定
件
数
に
達

し
た
場
合
は
、
次
年
度
以
降
に

申
請
し
て
も
ら
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
本
庁
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
２
）

　

地
震
な
ど
に
よ
る
木
造
住
宅
の

倒
壊
を
防
止
し
、
そ
の
安
全
性
の

向
上
を
図
る
た
め
に
、「
耐
震
診

断
」
や
「
耐
震
改
修
」
な
ど
を
行

う
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
率
や
補
助
限
度
額
を
引
き
上

げ
ま
し
た

　

４
月
か
ら
補
助
率
や
補
助
限
度

額
を
引
き
上
げ
、
個
人
負
担
を
軽

減
し
ま
す
。

耐
震
診
断
事
業
の
１
棟
あ
た
り
の

限
度
額

従
前　
　

４
５
、
０
０
０
円

改
正
後　

６
０
、
０
０
０
円

耐
震
改
修
事
業
の
補
助
率

従
前　
　

１
０
０
分
の
23

改
正
後　

２
分
の
１

木
造
住
宅
耐
震
化
等
促
進
事
業
補

助
事
業
概
要

⑴　
耐
震
診
断
事
業

　

現
地
調
査
や
構
造
計
算
に
よ
っ

て
、
建
物
に
耐
震
性
が
あ
る
か
を

建
築
士
に
診
断
し
て
も
ら
う
。

⑵　
補
強
計
画
策
定
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
補
強

方
法
を
設
計
し
て
も
ら
う
。

⑶　
耐
震
改
修
事
業

　

策
定
さ
れ
た
補
強
計
画
に
基
づ

き
、
耐
震
改
修
工
事
を
行
う
。

⑷　
解
体
助
成
事
業

　

耐
震
診
断
の
結
果
、
耐
震
性
な

し
と
判
断
さ
れ
た
場
合
に
、
建
物

全
部
を
解
体
す
る
。

対
象
と
な
る
住
宅　
次
の
い
ず
れ

に
も
該
当
す
る
木
造
住
宅
が
対

象
で
す
。

・
市
内
に
あ
る
木
造
住
宅
（
木
造

以
外
と
の
混
構
造
の
も
の
を
除

く
）
で
階
数
が
２
以
下
の
も
の

・
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
建

築
又
は
着
工
さ
れ
た
も
の

・
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部
構
造

評
点
が
「
倒
壊
す
る
可
能
性
が

あ
る
」
レ
ベ
ル
で
あ
る
１
・
０

未
満
と
判
定
さ
れ
た
も
の
（
耐

震
診
断
事
業
の
場
合
は
除
く
。）

申
込
方
法　
補
助
金
交
付
申
請
書

（
本
庁
建
築
住
宅
課
に
あ
り
ま

す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
な
図
面
や
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
建
築
住
宅
課

（
☎
�
９
６
３
２
）

補助率と補助限度額
補助対象経費に補助率を掛けた金額が補助金額になります。

対象事業 補助対象経費 補助率 １棟あたりの
補助限度額

耐震診断事業 耐震診断に要する経費 10分の９ 60,000円
補強計画策定事業 補強計画策定に要する経費 ３分の２ 400,000円

耐震改修事業

耐震改修工事に要する経費
（工事に伴い必要となる撤
去・復旧などに要する経費
を含む。）

２分の１ 800,000円

解体助成事業 住宅の全てを除去するため
に要する経費 100分の23 400,000円

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を

支
援
し
ま
す



17　　　広報はまだ：平成24年５月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

創
業
起
業
の
事
例
紹
介
、
創
業

に
関
す
る
書
籍
・
資
料
や
起
業
に

役
立
つ
情
報
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
期
間
中
に
個
別
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。

日
時　
５
月
７
日
㈪
～
18
日
㈮

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15

分
場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

個
別
相
談
会

　

個
別
相
談
会
は
、
10
日
㈭
と
17

日
㈭
の
午
後
に
行
い
ま
す
。
１
件

あ
た
り
１
時
間
程
度
で
、
事
前
予

約
が
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

日
本
政
策
金
融
公
庫
浜
田
支
店

松
本
さ
ん
（
☎
�
２
８
３
５
）

　

業
務
用
（
営
業
用
）
に
使
用
し

て
い
る
計
量
器
の
定
期
検
査
を
下

表
の
日
程
で
行
い
ま
す
の
で
、
必

ず
検
査
を
受
け
て
合
格
シ
ー
ル
を

貼
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

検
査
を
受
け
な
い
で
商
行
為
・

証
明
行
為
を
行
う
と
、
50
万
円
以

下
の
罰
金
と
な
り
ま
す
の
で
必
ず

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
食
品
製
造
業
・
水
産
加
工

製
造
業
・
医
院
・
薬
局
・
学
校
・

幼
稚
園
・
保
育
園
な
ど
で
使
用

し
て
い
る
「
は
か
り
」「
体
重

計
」

持
参
す
る
も
の

・
印
鑑

・
手
数
料
（
計
量
器
の
種
類
に

よ
っ
て
１
台
に
つ
き
２
５
０
円

～
３
、
１
０
０
円
、
一
部
で
手

数
料
が
２
倍
に
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。）

※　

検
査
対
象
外
の
計
量
器
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

県
商
工
政
策
課
計
量
グ
ル
ー
プ

（
☎
０
８
５
２
�
６
６
２
７
）

日時 場所 対象区域

浜
田

６月26日㈫ 13:30～15:30 県歯科医師会西部会館 久代町

６月27日㈬ 10:00～12:00 国府公民館 下府町・国分町
13:00～15:00 ＪＡいわみ中央上府事業所 下有福町・大金町・宇野町・上府町

６月28日㈭ 10:00～12:00
13:00～15:00 石見公民館 長沢町・生湯町・相生町・河内町・高佐町・黒川町・浅井町・桜ケ丘町内・

野原町・十文字原町内・長見町・後野町・三階町・佐野町・宇津井町
６月29日㈮ 10:00～12:00 市役所本庁地階 外ノ浦町・松原町・殿町・朝日町・牛市町・琵琶町・竹迫町・杉戸町
７月２日㈪ 13:30～16:00 長浜公民館 熱田町・長浜町

７月３日㈫
10:00～12:00 浜田魚商協同組合 浜田魚商協同組合・お魚センター内業者

13:30～15:30 周布公民館 西村町・折居町・周布町・日脚町・治和町・津摩町・吉地町・穂出町・鍋石町・
櫟田原町・田橋町・横山町・内田町・内村町・中場町内・羽原町内

７月４日㈬ 10:00～12:00
13:00～16:00 浜田合同庁舎 瀬戸ケ島町・港町・片庭町・高田町・大辻町・元浜町・清水町・

原町・真光町・瀬戸見町・栄町・京町・天満町・蛭子町

７月５日㈭ 10:00～12:00
13:00～16:00 市役所本庁地階 田町・紺屋町・新町・錦町・笠柄町・原井町及び市内全域

７月６日㈮ 10:00～12:00
７月24日㈫ 10:00～12:00 県西部計量検査所(下府町) 500㎏以上の大型はかり(特定業者)

金
城

６月５日㈫ 13:30～15:00 波佐公民館 長田・波佐
15:30～16:00 小国公民館 小国

６月６日㈬

10:00～10:30 美又公民館 入野・追原
11:00～11:30 久佐公民館 久佐
13:00～14:00 今福公民館 今福・宇津井
14:30～16:00 みどりかいかん 上来原・下来原・七条

旭６月７日㈭

10:00～11:00 重富生活改善センター 和田・重富・本郷
11:30～12:00 木田生活改善センター 木田・山ノ内
13:30～14:30 都川高齢者活動促進センター 都川
15:00～16:00 市木生活改善センター 市木・来尾

６月８日㈮ 10:00～12:00 市役所旭支所 坂本・今市・丸原
弥
栄６月14日㈭  9:30～10:30 市役所弥栄支所 稲代・大坪・小坂・門田・高内・栃木・長安本郷・程原・三里

11:00～12:00 老人福祉センター 木都賀・田野原・野坂

三
隅

６月12日㈫  9:30～12:00 三隅公民館 三隅・向野田・河内
13:30～15:30 三保公民館 古市場・湊浦・西河内・折居・東平原

６月13日㈬
10:00～11:30 岡見公民館 岡見
13:30～14:00 黒沢公民館 下古和・上古和・井川・黒沢・矢原
14:30～15:30 井野児童館 井野・室谷・芦谷

※　指定場所で検査を受け忘れた人や都合により対象区域で検査を受けられない人は、最寄りの検査場所又は市
役所本庁地階での検査日に必ず受けてください。

産
業
・
地
域
活
性
化

日
本
政
策
金
融
公
庫

起
業
支
援
パ
ネ
ル
展
示

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い

は
か
り
の
定
期
検
査



広報はまだ：平成24年５月号　　　1８

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

平
成
24
年
度
に
本
格
展
開
す
る

「
神
々
の
国
し
ま
ね
～
古
事
記
編

纂
１
３
０
０
年
～
」
事
業
の
よ
り

一
層
の
推
進
に
向
け
、
市
観
光
協

会
・
市
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
と
の

連
携
を
強
化
し
た
観
光
振
興
及
び

Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む
た
め
、
市
役
所

本
庁
４
階
で
行
っ
て
い
ま
し
た
観

光
業
務
を
Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
内
に
移
転

し
ま
し
た
。

所
在
地　
浅
井
町
７
７
７-

１

　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
浜
田
駅
舎
２
階

電
話
番
号　
�
９
５
３
０

Ｆ
Ａ
Ｘ　
　

�
７
４
２
２

駐
車
場　
浜
田
駅
舎
西
側
駐
車
場

に
来
客
用
駐
車
場
（
無
料
）
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
観
光
振
興
課

（
☎
�
９
５
３
０
）

　

市
農
業
委
員
会
委
員
の
改
選
が

行
わ
れ
、
次
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

任
期
は
、
平
成
24
年
３
月
１
日

か
ら
３
年
間
で
す
。

農
業
委
員
会
委
員
名
簿（
敬
称
略
）

浜
田
自
治
区

原
田　

義
一
（
会
長
）

垰
本　

徹
夫

三
浦　

万
人

殿
川　

定
美

神
田　
　

進

川
方　

耕
治

三
明
多
佳
志

松
山　

純
久

大
屋　
　

幸

近
重　

良
治

金
城
自
治
区

井
上　

宗
治

佐
々
岡
常
喜

岡
本　

健
治

原
田　

和
義

岡
堂　

正
顯

渡
邉　

弘
登

小
谷　

保
雄

旭
自
治
区

新
森　

増
美

岡
本　

嗣
喜

岩
田　

樹

德
川　

明

岩
地　

正
男

弥
栄
自
治
区

廣
瀨　

康
友

三
浦　

寿
紀

小
松
原
常
雄

三
隅
自
治
区

玉
木　

幸
雄（
会
長
職
務
代
理
）

小
川　

明
人

齋
藤　

久
行

岡
田　
　

勝

渡
辺　

弘
之

野
上　

省
三

農
業
共
済
推
薦

西
田　
　

平

土
地
改
良
区
推
薦

串
㟢　

昭
德

議
会
推
薦

林　
　

秀
司

新
田　

勝
己

佐
々
木
京
子

岩
田　
　

功

問
い
合
わ
せ
先

市
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
地
転
用
の
申
請
・
各
種
届
出
に

つ
い
て

　

最
近
、
農
地
の
転
用
許
可
を
受

け
な
い
で
転
用
す
る
ケ
ー
ス
が
見

ら
れ
ま
す
。

　

農
地
を
農
地
以
外
の
目
的
（
住

宅
・
駐
車
場
・
資
材
置
場
・
墓
地

な
ど
）
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、

許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
田
か
ら
畑
へ
の
用
途
変

更
や
、
農
地
保
全
・
利
用
促
進
の

た
め
の
農
業
用
施
設
（
農
道
・
た

め
池
な
ど
）
や
２
ア
ー
ル
未
満
の

農
業
経
営
施
設
（
農
業
用
倉
庫
・

農
機
具
収
納
施
設
な
ど
）
に
転
用

す
る
場
合
、
ま
た
農
地
の
権
利
を

相
続
な
ど
に
よ
り
取
得
し
た
場
合

は
、
い
ず
れ
も
農
業
委
員
会
へ
届

出
が
必
要
で
す
。
自
己
の
所
有
地

で
あ
っ
て
も
必
ず
許
可
を
受
け
て

か
ら
、
農
地
転
用
・
用
途
変
更
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
こ
れ
ま
で
に
許
可
を
受

け
、農
地
転
用
が
完
了
し
た
人
は
、

完
了
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
申
出
に

つ
い
て

　

転
用
す
る
農
地
が
、
農
用
地
区

域
内
に
あ
る
場
合
は
、
事
前
に
本

庁
農
林
課
又
は
各
支
所
産
業
課
で

指
定
の
有
無
を
確
認
の
上
、
農
用

地
区
域
か
ら
除
外
す
る
手
続
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
除
外
申
出
の
受
付
は
、
年

２
回
（
５
月
末
と
11
月
末
締
切
）

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

農
地
転
用
に
つ
い
て

市
農
業
委
員
会

（
☎
�
９
８
２
０
）

農
用
地
除
外
に
つ
い
て

本
庁
農
林
課

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ

　

ク
マ
は
、
人
よ
り
も
は
る
か
に

音
や
に
お
い
に
敏
感
で
す
。
人
よ

り
も
早
く
人
の
接
近
に
気
付
い

て
、
逃
げ
て
い
く
こ
と
が
ほ
と
ん

ど
で
す
が
、
被
害
に
あ
わ
な
い
た

め
に
は
、
次
の
こ
と
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。

音
の
出
る
も
の
を
身
に
付
け
る

　

山
菜
採
り
や
農
作
業
の
た
め
に

山
に
入
る
場
合
や
、
ク
マ
鈴
や
携

帯
ラ
ジ
オ
な
ど
の
音
の
出
る
も
の

を
身
に
付
け
、
人
の
存
在
を
ク
マ

に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
ょ
う
。

　

鈴
は
大
き
な
音
が
出
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
一
般
の
も
の
で
か
ま
い

ま
せ
ん
。
ま
た
、
複
数
で
行
動
す

る
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

誘
引
物
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う

　

生
ご
み
は
、
必
ず
燃
え
る
ご
み

の
日
の
朝
に
出
し
、
畑
な
ど
に
捨

て
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
野
菜
や
果
物
は
早
期
に

収
穫
し
、
ク
マ
の
餌
に
な
ら
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
長
年

収
穫
さ
れ
て
い
な
い
栗
や
柿
の
木

は
伐
採
を
検
討
し
ま
し
ょ
う
。
養

蜂
施
設
は
設
置
場
所
に
注
意
し
、

電
気
牧
柵
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

観
光
振
興
課
の
事
務
所
を

移
転
し
ま
し
た

農
業
委
員
が
決
定
し
ま
し
た

農
地
転
用
の
申
請
・
各
種
届
出

及
び
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外

申
出

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
ア
ラ
イ
グ
マ

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
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ク
マ
の
痕
跡
を
見
つ
け
た
ら
…

　

ク
マ
の
糞
や
足
跡
を
発
見
し
た

と
き
は
、
周
囲
に
気
を
付
け
な
が

ら
速
や
か
に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
子
グ
マ
を
発
見
し
た
場

合
、
親
グ
マ
が
付
近
に
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
子
連
れ
の
ク
マ

は
特
に
危
険
で
す
の
で
、
速
や
か

に
立
ち
去
り
ま
し
ょ
う
。

ク
マ
と
出
会
っ
た
ら
…

　

ク
マ
は
積
極
的
に
人
を
襲
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
至
近
距
離

の
遭
遇
で
は
注
意
が
必
要
で
す
。

　

逃
げ
る
も
の
を
反
射
的
に
追
い

か
け
る
習
性
が
あ
り
ま
す
。
背
中

を
見
せ
な
い
よ
う
に
後
ず
さ
り
で

離
れ
ま
し
ょ
う
。
持
っ
て
い
る
荷

物
を
１
つ
ず
つ
置
い
て
い
き
、
興

味
を
そ
ら
せ
ま
し
ょ
う
。

　

襲
っ
て
き
た
場
合
は
、
首
の
後

ろ
で
手
を
組
み
、
う
つ
伏
せ
で
丸

く
な
り
、
去
る
の
を
待
ち
ま
し
ょ

う
。

※　

ク
マ
を
目
撃
し
た
り
、
被
害

が
発
生
し
た
り
し
た
場
合
は
、

頭
数
や
大
き
さ
な
ど
の
特
徴
、

逃
げ
た
方
向
な
ど
の
情
報
を
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
情
報
が
ク
マ
対

策
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ

　

近
年
、
ア
ラ
イ
グ
マ
の
目
撃
や

農
作
物
被
害
の
報
告
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

見
た
目
は
か
わ
い
い
で
す
が
、

決
し
て
近
寄
っ
た
り
触
っ
た
り
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

ア
ラ
イ
グ
マ
は
危
険
で
す
！

・
家
屋
に
侵
入
し
、
天
井
裏
で
生

活
し
ま
す
（
糞
尿
に
よ
り
天
井

に
シ
ミ
が
で
き
ま
す
）。

・
狂
犬
病
や
ア
ラ
イ
グ
マ
回
虫
な

ど
、
人
に
感
染
す
る
病
原
体
を

持
っ
て
い
ま
す
。

・
性
格
が
凶
暴
で
ペ
ッ
ト
や
家
畜

を
襲
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・
も
と
も
と
日
本
に
い
た
野
生
動

物
と
競
合
し
、
生
息
地
を
奪
い

ま
す
。

・
何
で
も
食
べ
、
農
作
物
（
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
・
ブ
ド
ウ
・
カ
キ
・

ス
イ
カ
な
ど
）
を
食
べ
荒
ら
し

ま
す
。

・
カ
エ
ル
、
イ
モ
リ
な
ど
を
捕
ま

え
る
た
め
田
ん
ぼ
に
入
り
、
稲

を
踏
み
倒
し
ま
す
。

ア
ラ
イ
グ
マ
の
特
徴

・
尾
が
し
ま
模
様

・
指
が
５
本
で
手
先
が
器
用

・
耳
が
白
い

・
目
の
周
り
が
黒
く
、
ア
イ
マ
ス

ク
の
よ
う

・
ネ
コ
よ
り
一
回
り
大
き
い

・
背
中
を
丸
め
た
歩
き
方

※　

捕
獲
に
は
「
捕
獲
許
可
」
が

必
要
で
す
。
無
許
可
で
の
捕
獲

は
違
法
と
な
り
ま
す
の
で
、
ア

ラ
イ
グ
マ
を
目
撃
し
た
人
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
農
林
課
農
政
係

（
☎
�
９
５
１
０
）

各
支
所
産
業
課

　

市
内
に
所
在
す
る
団
体
が
行
う

次
の
事
業
に
対
し
て
予
算
の
範
囲

内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
政
治
団
体
・
宗
教
団

体
が
行
う
事
業
、
営
利
を
目
的
と

す
る
事
業
は
除
き
ま
す
。

対
象
事
業

⑴　

島
根
県
立
大
学
の
教
員
又
は

学
生
と
共
同
で
行
う
交
流
・
文

化
事
業

⑵　

島
根
県
立
大
学
が
交
流
す
る

大
学
又
は
そ
の
所
在
す
る
地
域

と
の
交
流
に
係
る
事
業

補
助
金
額　
事
業
に
要
し
た
費
用

（
飲
食
に
要
し
た
費
用
を
除

く
。）
の
３
／
４
以
内
の
額
で
、

１
事
業
あ
た
り
５
万
円
（
千
円

未
満
切
捨
て
）
を
限
度
と
し
ま

す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
実

施
す
る
次
の
事
業
に
対
し
て
助
成

し
ま
す
。

⑴　

社
会
貢
献
に
関
す
る
事
業

⑵　

人
材
育
成
に
関
す
る
事
業

⑶　

芸
術
文
化
の
振
興
に
関
す
る

事
業

補
助
対
象
要
件　
市
内
在
住
の
人

又
は
所
在
す
る
団
体
が
行
う
も

の
で
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
事
業
（
政

治
団
体
・
宗
教
団
体
が
行
う
事

業
、
営
利
を
目
的
と
す
る
事
業

は
除
き
ま
す
。）

⑴　

市
民
が
主
体
的
に
参
画
し
て

行
う
ま
ち
づ
く
り
事
業

⑵　

事
業
実
施
に
よ
る
波
及
効
果

が
大
き
い
こ
と

助
成
範
囲　
助
成
金
額
は
、
事
業

に
要
す
る
経
費
の
う
ち
１
／
３

以
内
と
し
、
30
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

※　

団
体
な
ど
の
経
常
的
な
事
業

や
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
事
業

は
対
象
外
で
す
。

※　

申
請
状
況
に
よ
っ
て
は
、
交

付
決
定
額
を
減
額
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

受
付
期
間

第
１
回　
５
月
１
日
㈫
～
31
日
㈭

第
２
回　
10
月
１
日
㈪
～
31
日
㈬

※　

第
２
回
の
受
付
期
間
は
予
定

で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
政
策
課
地
域
振
興
係

（
☎
�
９
２
０
１
）

大
学
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

推
進
事
業
補
助
金

市
民
協
働
活
性
化
支
援
事
業
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　認可地縁団体「生湯町１町内親和会」及び石見神楽熱田保存会では、
宝くじの普及広報を目的として、その受託事業収入を財源に実施して
いる㈶自治総合センターの平成23年度コミュニティ助成事業（宝くじ
助成事業）を活用し、次のとおり整備しました。

生湯町１町内親和会

　コミュニティセンター「生湯町１町内親和会
集会所」を整備しました。
　今後、地域の活性化と自主的な地域運営に向
けた様々な取組を行う上で、地域の拠点として
の役割が期待されます。

石見神楽熱田保存会

　石見神楽「鐘
しょう

馗
き

」の衣装を新たに製作しまし
た。
　今後、この衣装を活用し、地域の伝統芸能で
ある石見神楽の保存と継承に努め、神楽を通し
て地域のコミュニティ活動の活性化に向けた
様々な取組を進めていきます。

（本庁廃棄物リサイクル課） （本庁地域政策課）

　

市
で
は
、
障
が
い
が
あ
る
人
が

利
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど
に
つ
い

て
、一
定
の
要
件
を
満
た
す
場
合
、

軽
自
動
車
税
を
減
免
し
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

は
、
減
免
申
請
が
必
要
で
す
。
期

限
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

⑴　

今
年
度
か
ら
新
た
に
減
免
を

受
け
た
い
人

⑵　

昨
年
度
に
減
免
を
受
け
た
が
、

減
免
車
両
が
変
更
に
な
っ
た
人

⑶　

昨
年
度
に
減
免
を
受
け
た
が
、

減
免
車
両
の
納
税
義
務
者
が
変

更
に
な
っ
た
人

　

平
成
23
年
度
に
減
免
を
受
け
て

い
た
人
に
は
、
５
月
初
旬
ま
で
に

軽
自
動
車
税
減
免
の
お
知
ら
せ
を

送
付
し
ま
す
。
手
続
な
ど
詳
し
く

は
、
お
知
ら
せ
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

減
免
申
請
期
限

５
月
24
日
㈭
ま
で

申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
各
種
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳

・
運
転
者
の
運
転
免
許
証

・
減
免
を
受
け
る
軽
自
動
車
の

自
動
車
検
査
証
（
車
検
有
効

期
限
内
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

２
５
０
㏄
以
下
の
バ
イ
ク
は
不

要
で
す
。）

※　

減
免
要
件
・
申
請
方
法
な
ど

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
開
設

５
月
18
日
㈮
ま
で

時
間　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
ロ

ビ
ー

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
税
制
係

（
☎
�
９
２
３
０
）

各
支
所
税
務
担
当
窓
口

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」
と
は
、
児

童
が
赤
ち
ゃ
ん
や
赤
ち
ゃ
ん
の
父

母
と
継
続
し
て
関
わ
り
を
持
ち
、

赤
ち
ゃ
ん
の
成
長
や
命
の
尊
さ
を

平成23年度宝くじコミュニティ助成事業

税
務
・
納
税

軽
自
動
車
税
減
免
申
請
と

相
談
窓
口
の
開
設

子
育
て

人
間
関
係
力
を
学
ぶ

「
赤
ち
ゃ
ん
登
校
日
」

～
生
後
４
か
月
前
後
の

　
　
　
赤
ち
ゃ
ん
募
集
～



21　　　広報はまだ：平成24年５月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

心
と
肌
で
実
感
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
保
護
者
に
と
っ
て
も
児

童
を
通
し
て
赤
ち
ゃ
ん
の
将
来
を

イ
メ
ー
ジ
し
て
、
子
育
て
へ
の
励

み
や
役
立
ち
感
が
実
感
で
き
る
参

加
者
相
互
に
気
付
き
や
学
び
が
あ

る
授
業
で
す
。

対
象
者　
平
成
23
年
11
月
～
平
成

24
年
３
月
生
ま
れ
の
生
後
４
か

月
前
後
（
３
～
６
か
月
）
の
赤

ち
ゃ
ん
と
そ
の
保
護
者
で
、
３

回
と
も
参
加
可
能
な
人

日
時　
６
月
１
日
㈮
・
17
日
㈰
・

７
月
９
日
㈪

午
前
９
時
30
分
～
11
時
10
分

場
所　
美
川
小
学
校

定
員　
18
組

講
師　
高
塚
人
志
さ
ん
（
鳥
取
大

学
医
学
部
准
教
授
）

申
込
締
切
日　
５
月
11
日
㈮

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
１
２
５
３
）

　

フ
ッ
素
に
は
、歯
を
強
く
す
る
、

初
期
の
む
し
歯
を
再
石
灰
化
す
る

な
ど
、
む
し
歯
予
防
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。
前
歯
が
上
下
生
え
て
く

る
１
歳
頃
か
ら
フ
ッ
素
塗
布
を
年

２
回
程
度
行
う
と
効
果
的
で
す
。

内
容　
歯
科
検
診
・
フ
ッ
素
塗
布

（
歯
ブ
ラ
シ
に
液
を
つ
け
て
塗

布
し
ま
す
。）・
む
し
歯
予
防
の

話
対
象　
浜
田
自
治
区
内
に
住
所
が

あ
る
１
歳
以
上
の
在
宅
幼
児

※　

保
育
所
（
園
）・
幼
稚
園
で

実
施
し
て
い
る
場
合
は
、
園
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。

場
所　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」

定
員　
各
先
着
30
人

料
金　
４
０
０
円
（
歯
ブ
ラ
シ
代

を
含
む
。）

※　

タ
オ
ル
・
母
子
手
帳
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　
各
日
①
又
は
②
を
選

択
し
、
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
子
育
て
支
援
課
子
ど
も
家

庭
相
談
係
（
☎
�
９
３
３
１
）

在宅児フッ素塗布日程
日　時 申込開始日

８月２日㈭
①13:30～14:00 ７月19日㈭

9:00～②14:00～14:30

９月13日㈭
①13:00～13:30 ８月30日㈭ 

9:00～②13:30～14:00
平成25年 
２月７日㈭

①13:30～14:00 １月24日㈭ 
9:00～②14:00～14:30

３月14日㈭
①13:00～13:30 ２月28日㈭ 

9:00～②13:30～14:00

あ
な
た
も
食
生
活
改
善
推
進
員
に

な
り
ま
せ
ん
か

　

市
で
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

と
し
て
活
躍
し
て
も
ら
え
る
人
の

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
私

た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

を
合
言
葉
に
、
地
域
に
お
け
る
健

康
づ
く
り
活
動
の
担
い
手
と
し
て
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
生
活
の

推
進
な
ど
様
々
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

養
成
講
座
で
は
、
調
理
の
基
本

や
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
な
ど
健

康
食
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

学
べ
ま
す
。
自
分
の
た
め
、
家
族

の
た
め
、
地
域
の
た
め
に
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

募
集
人
数　
50
人

応
募
資
格

・
市
内
在
住
の
人

・
養
成
講
座
修
了
後
、
市
食
生
活

改
善
推
進
協
議
会
員
に
な
り
、

地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
人

参
加
料　
２
、
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
・
調
理
実
習
材
料
費
な

ど
）

申
込
締
切
日　
５
月
31
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

養成講座日程
日　程 主な内容（予定）

第１回
（開講式）

７月５日㈭
10:00～15:00

・地域での食生活改善推進員活動
・レクリエーションを取り入れた活動
・ヘルスチェック
・浜田市の健康課題と栄養改善事業

第２回 ７月19日㈭
10:00～15:00

・栄養の基礎知識
・調理実習（バランスのよい食事）
・食事バランスガイド
・地域活動について知ろう～会員交流会

第３回 ８月２日㈭
10:00～15:00

・食品衛生と健全な生活環境
・ボランティアの心得
・運動の実践

第４回 ８月24日㈮
10:00～15:00

・年代別食生活のポイント
・食品成分表の使い方
・調理実習（低栄養予防の食事）
・浜田市の健康づくりと食改活動に期待すること

第５回 ９月11日㈫
10:00～15:00

・基本的な魚のさばき方
・調理実習（お魚を使った伝承料理）
・地産地消についてもっと知ろう

第６回
（閉講式）

９月28日㈮
10:00～15:00

・口腔ケアとそしゃく
・調理実習（簡単にできる手作りおやつ）
・育成教室を終えて
～自分でできる活動を考えてみよう～

場所　市総合福祉センター

在
宅
児
フ
ッ
素
塗
布

健
康
・
福
祉

市
食
生
活
改
善
推
進
員
養
成

講
座
参
加
者
募
集



広報はまだ：平成24年５月号　　　22

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

　

健
康
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

健
康
づ
く
り
に
関
す
る
自
主
的
な

活
動
を
行
う
団
体
を
募
集
し
、
実

施
す
る
事
業
に
対
し
て
一
部
助
成

し
ま
す
。

対
象
団
体　
市
内
に
所
在
す
る
、

お
お
む
ね
５
人
以
上
か
ら
な
る

団
体
（
政
治
団
体
・
宗
教
団
体

は
除
き
ま
す
。）

対
象
事
業

・
体
力
づ
く
り
支
援
事
業

・
糖
尿
病
予
防
事
業

・
禁
煙
・
分
煙
支
援
事
業

・
循
環
器
対
策
事
業

・
食
生
活
支
援
事
業

・
が
ん
対
策
事
業

・
心
の
健
康
づ
く
り
事
業

・
ア
ル
コ
ー
ル
対
策
支
援
事
業

・
歯
の
健
康
づ
く
り
事
業

・
そ
の
ほ
か
健
康
づ
く
り
の
推
進

に
関
す
る
事
業
と
し
て
市
長
が

適
当
と
認
め
る
事
業

申
込
締
切
日　
５
月
31
日
㈭

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
医
療
対
策
課
健
康
推

進
係
（
☎
�
９
３
１
１
）

各
支
所
市
民
福
祉
課

　６月以降のがん検診日程については、「平成24年
度各種健（検）診日程表」をご覧ください。
※　市が実施する各種がん検診は、無料で受診する
ことができます。
問い合わせ先
本庁地域医療対策課健康推進係（☎�９３１１）

子宮頸がん検診（予約不要）　対象　20歳以上の女性
　子宮頸がん検診受診の際に、ＨＰＶ（ヒトパピロー
マウイルス）検査を無料で受けることができます。

実施日 受付時間 会場

浜
田

５月16日㈬

9:00～ 9:30 長浜公民館
10:15～10:30 長浜商港会館
11:00～11:30 津摩児童館
13:00～14:00 周布公民館
14:30～14:45 陽光台集会所
15:15～15:30 大麻公民館

５月17日㈭

9:00～ 9:30 上府三宅集会所
10:30～11:00 長沢２町内児童館
13:00～14:00 石見公民館
15:15～16:00 国府公民館

５月22日㈫

9:00～ 9:30 美川公民館
10:00～10:30 石原集会所
11:00～11:30 福井集会所
13:30～14:00 ラ・ペアーレ浜田
14:45～15:00 生湯町４町内児童館

５月23日㈬
9:30～10:00 石見公民館宇津井分館

10:45～11:00 宇野東児童館
11:30～11:45 下有福研修センター

５月24日㈭
9:00～ 9:15 櫟田原公民館
9:45～10:00 美川公民館西分館

11:00～11:30 日脚児童館
５月26日㈯

（休日検診）
9:30～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00

５月31日㈭

9:00～10:00 石見公民館
10:30～11:30 子育て支援センター（託児あり）
13:30～13:45 国分自治会館
14:15～14:45 久代公民館

金
城５月18日㈮ 13:30～14:00 小国公民館（おぐに会館）

14:30～15:30 みどりかいかん

弥
栄

５月18日㈮ 9:00～ 9:30 弥栄会館
10:30～11:00 老人福祉センター

５月24日㈭ 13:30～14:00 老人福祉センター
14:30～15:00 弥栄会館

胃がん検診（予約不要）　対象　40歳以上
実施日 受付時間 会場

浜
田

５月17日㈭ 9:00～10:00 長浜公民館

５月21日㈪ 8:00～ 9:00 久代公民館
10:30～11:30 上府三宅集会所

５月28日㈪ 9:00～10:00 周布公民館
13:30～14:00 大麻公民館

金
城

５月29日㈫ 8:00～ 9:00 小笹集会所
10:00～11:00 今福公民館（ふれあい会館）

５月30日㈬ 8:30～ 9:00 かたらいの家
10:00～11:00 みどりかいかん

※　胃がん検診は空腹状態でないと受診できません。
受診６時間前には必ず食事を済ませてください。午
後からの受付については、検診当日の軽い朝食は結
構です。
避けたほうが良い食品　肉類・貝類・天ぷら・ラーメン・
ねり製品・こんにゃく・海藻類・きのこ　など

乳がん検診
対象　35歳以上の女性で、和暦で偶数年生まれの人
※　予約が必要です（医療機関と検診車では、申込先
が異なりますので注意してください）。

【医療機関で受診する場合】
申込先　本庁地域医療対策課（☎�９３１１）

実施期間
平成24年５月７日㈪～平成25年２月28日㈭
毎週月・水・金曜日
検診当日受付時間　14:30～15:00

実施場所 浜田医療センター内　健診センター

【検診車で受診する場合】
申込先　県環境保健公社（☎�７４４２）

実施日 受付時間 会場

浜
田

５月９日㈬ 9:00～11:30 長浜公民館13:00～15:00

５月10日㈭ 9:00～11:30 国府公民館13:00～15:00
５月11日㈮ 13:00～15:00 美川公民館
５月14日㈪ 9:00～11:30 石見公民館
５月26日㈯
（休日検診）

9:00～11:30 市役所本庁駐車場13:00～15:00
金
城５月14日㈪ 13:30～15:00 波佐公民館（ときわ会館）

弥
栄５月11日㈮ 9:00～11:00 弥栄会館

健
康
づ
く
り
を
行
う
団
体
の

事
業
に
助
成
し
ま
す

５月各種がん検診の日程
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23　　　広報はまだ：平成24年５月号

安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療
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金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
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生
活
・
環
境
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宅
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権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

健 康 コラムコラム

　私たちの健康を脅かす脳卒中や心臓病・糖尿
病などの生活習慣病は、発症すると死に至った
り、重い後遺症を残したりする危険があります
が、生活を見直し改善することによって予防し
たり、重症化を防ぐことができます。
　そのためには、まず自分の体（健康状態）を
知ることが大切です。年に１回、各種の健（検）
診を受けて健康チェックをしましょう。

特定健康診査

主な検査項目
問診・身体計測（身長・体重・ＢＭＩ・腹囲）・
診察・血圧測定・尿検査（尿蛋白・尿糖）・
脂質検査（中性脂肪・ＨＤＬコレステロー
ル・ＬＤＬコレステロール）・肝機能検査（Ａ
ＳＴ・ＡＬＴ・γ-ＧＴ）・血糖検査（空腹
時血糖・ヘモグロビンＡ１ｃ）

※　上記以外に医師の判断により貧血検査・
心電図検査・眼底検査が実施される場合が
あります。

※　この特定健康診査は、加入している医療保
険の保険者の責任において実施されます（例
えば、浜田市国民健康保険加入者の皆さんの
特定健康診査は、市が実施します）。

※　受診するには、各保険者が発行する特定健
康診査受診券が必要です。

各種がん検診

　がんは、市における死亡原因の第１位を占め
ています。しかし、不治の病ではありません。
検診を受けて早期に発見できれば、治る確率は
ぐんと上がります。早期発見・早期治療が肝心
です。

市で実施しているがん検診
胃がん検診・大腸がん検診・肺がん検診・
前立腺がん検診・子宮頸がん検診・乳がん
検診

　各種がん検診の自己負担金は無料です。この
機会にぜひ、年に１度の検診を受けましょう。

　市では、４月から各種がん検診を実施してい
ます。また、６月から特定健康診査を実施しま
す。実施日程・会場など詳しくは、４月に全戸
配布した『平成24年度各種健（検）診日程表』
で確認の上、受診してください。

（本庁地域医療対策課）

※　次回６月号は、『食育』についてのコラム
を掲載します。

　

毎
年
５
月
12
日
は「
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
日
」
で
す
。
ま
た
、

５
月
12
日
か
ら
18
日
ま
で
は
民
生

委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
地
域

の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め

の
「
活
動
強
化
週
間
」
で
す
。
全

国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
が

提
唱
し
て
い
る
「
広
げ
よ
う
地
域

に
根
ざ
し
た
思
い
や
り
」
行
動
宣

言
に
よ
る
安
全
で
安
心
な
福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
様
々
な

取
組
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
様
々
な
相
談

に
応
じ
、
各
種
制
度
の
紹
介
や
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

行
政
な
ど
の
関
係
す
る
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
即

し
た
福
祉
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
生
活
上
の
心
配
な
ど
あ
り
ま

し
た
ら
、担
当
地
区
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
に
、
気
軽
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
地
域
福
祉
課

（
☎
�
９
３
０
０
）

　

市
で
は
介
護
人
材
の
安
定
的
確

保
・
定
着
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
介
護
人
材
確
保
・
定
着
対
策

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
業
内
容　
新
卒
者
又
は
現
在
介

護
職
場
に
従
事
し
て
い
な
い
人

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
し
て

い
な
い
期
間
が
３
年
以
上
で
あ

る
人
）
を
介
護
職
員
と
し
て
雇

用
し
、
３
か
月
以
上
継
続
的
に

雇
用
し
た
市
内
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
に
、
支
度
金
及
び
研

修
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
内
容　
採
用
者
へ
支
度
金
を

支
給
し
た
事
業
所
に
対
し
、
雇

用
か
ら
３
か
月
経
過
後
に
対
象

経
費
の
１
／
２
以
内
の
額
（
上

限
10
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
場
合
は
、

対
象
経
費
の
２
／
３
以
内
の
額

（
上
限
20
万
円
）
を
補
助
し
ま

す
。ま
た
、雇
用
し
た
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
が
研
修
会
な
ど
を

実
施
す
る
場
合
、
１
事
業
所
あ

た
り
10
万
円
を
限
度
に
補
助
し

ま
す
。

事
業
実
施
予
定
期
間

平
成
27
年
３
月
31
日
㈫
ま
で

（
平
成
26
年
12
月
31
日
㈬
採
用

分
ま
で
）

年に１回健康チェック！

民
生
委
員
・
児
童
委
員

活
動
強
化
週
間

介
護
人
材
確
保
・
定
着
対
策

事
業
補
助
金
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平
成
24
年
度
の

介
護
保
険
料
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
分
か
ら
、
介
護

保
険
制
度
の
改
正
に
伴
い
、
新
し

い
保
険
料
に
改
め
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
報
酬
の
見
直
し
に

よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
が

変
わ
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
、『
広

報
は
ま
だ
』
５
月
号
に
合
わ
せ
て

配
布
す
る
「
み
ん
な
笑
顔
で
介
護

保
険
」
利
用
ガ
イ
ド
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
利
用
ガ
イ
ド
は
今
す
ぐ

必
要
が
な
く
て
も
３
年
間
は
保
存

し
、
本
人
や
家
族
が
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
、
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

世
帯
の
状
況
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
で
、
住
民
税
は
平
成

24
年
度
分
の
課
税
状
況
で
判
定

し
ま
す
。

※　

平
成
24
年
度
の
介
護
保
険
料

と
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
平

成
25
年
３
月
の
12
か
月
分
で
す
。

※　

平
成
24
年
度
保
険
料
の
決
定

通
知
書
は
、
昨
年
の
収
入
状
況

な
ど
に
応
じ
て
算
定
し
、
６
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定

証
更
新
の
お
知
ら
せ

　

現
在
、
負
担
限
度
額
を
認
定
さ

れ
て
い
る
人
に
「
介
護
保
険
負
担

限
度
額
認
定
申
請
書
」
を
５
月
中

に
送
付
し
ま
す
。
引
き
続
き
認
定

を
受
け
る
場
合
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
押
印
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

浜
田
地
区
広
域
行
政
組
合
介
護

保
険
課
（
☎
�
１
５
２
０
）

保険料段階 対象者 介護保険料
（年額）

第１段階 世帯全員が住民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
生活保護を受給している人 35,280円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が80万円以下の人 35,280円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が120万円以下の人 47,628円

第４段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計
所得金額の合計が120万円を超える人 52,920円

第５段階 本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が80万円以下の人（世帯内に住民税課税者がいる場合） 63,504円

第６段階 本人が住民税非課税で、前年の課税年金収入額と合計所得金額
の合計が80万円を超える人（世帯内に住民税課税者がいる場合） 70,560円

第７段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が125万円未満
の人 84,672円

第８段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が125万円以上
200万円未満の人 98,784円

第９段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上
300万円未満の人 112,896円

第10段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が300万円以上
500万円未満の人 127,008円

第11段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上
の人 141,120円

　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

健
康
の
保
持
増
進
と
病
気
の
早
期

発
見
を
目
的
と
し
て
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
健
康
状
態
を
チ
ェ

ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
。

検
査
項
目　
一
般
検
査
（
問
診
・

身
体
測
定
・
診
察
）、視
力
検
査
、

聴
力
検
査
、
尿
検
査
、
呼
吸
機

能
検
査
、
血
圧
測
定
、
心
電
図
、

血
清
脂
質
検
査
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
血
液
一
般
検
査
、
肝
機

能
検
査
、
腎
機
能
検
査
、
膵
機

能
検
査
、
血
糖
検
査
、
消
化
器

検
査
（
胃
カ
メ
ラ
又
は
バ
リ
ウ

ム
）、
大
腸
が
ん
検
査
（
便
潜

血
検
査
）、
Ｂ
・
Ｃ
型
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
、
梅
毒
反
応
、
腹

部
超
音
波
検
査
、
保
健
指
導
、

総
合
評
価

※　

受
診
す
る
医
療
機
関
に
よ
っ

て
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

受
診
医
療
機
関　
市
内
の
指
定
医

療
機
関
（
医
療
機
関
に
よ
っ
て

は
、
受
入
定
員
が
あ
り
ま
す
。）

募
集
定
員　
３
０
０
人
（
内
訳
、

浜
田
自
治
区
２
４
０
人
・
金
城

自
治
区
20
人
・
旭
自
治
区
５
人
・

弥
栄
自
治
区
５
人
・
三
隅
自
治

区
30
人
）

条
件　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

⑴　

浜
田
市
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
で
あ
る
こ
と
（
受
診
日

当
日
ま
で
に
浜
田
市
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
で
な
く
な
っ
た

場
合
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

⑵　

保
険
料
の
未
納
が
な
い
こ
と

⑶　

平
成
24
年
度
に
脳
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
な
い
こ
と

自
己
負
担
額　
３
、
５
０
０
円

申
込
方
法　
官
製
は
が
き
に
受
診

希
望
者
の
①
住
所
・
②
氏
名
・

③
性
別
・
④
生
年
月
日
・
⑤
連

絡
先
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し

て
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
電
話
な
ど
で
の
申
込
み
は
受
付

で
き
ま
せ
ん
。

・
は
が
き
は
、
受
診
希
望
者
１
人

に
つ
き
１
枚
で
す
。
１
枚
に
２

人
以
上
の
氏
名
を
記
入
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間　
継
続
雇
用
期
間
（
３

か
月
）
満
了
後
30
日
又
は
満
了

日
の
属
す
る
年
度
の
３
月
31
日

の
い
ず
れ
か
早
い
日
ま
で

※　

申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
高
齢
障
が
い
課

（
☎
�
９
３
２
０
）

保
険
・
医
療
・
年
金

受
け
て
み
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
「
一
日
外
来

人
間
ド
ッ
ク
」

広
域
圏
だ
よ
り

協
働
で
つ
く
る
活
力
と
魅
力
の

ふ
る
さ
と
浜
田
圏
域
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ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
と
人
材

育
成
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
お
け
る

全
国
大
会
及
び
国
際
大
会
出
場
者

（
個
人
・
団
体
）
に
激
励
金
を
交

付
し
ま
す
。

対
象
者

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
県
又
は
県
単
位
以
上
の
地
域
の

代
表
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動

の
全
国
大
会
に
出
場
す
る
人

（
た
だ
し
、
予
選
又
は
選
抜
を

経
て
全
国
規
模
で
実
施
さ
れ
る

競
技
大
会
に
限
る
。）

・
国
際
大
会
に
つ
い
て
は
、
日
本

代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と

必
要
書
類

・
全
国
大
会
へ
の
出
場
に
関
す
る

届
出

・
全
国
大
会
要
項

・
全
国
大
会
出
場
申
込
書
の
写
し

及
び
参
加
者
名
簿
（
全
国
大
会

出
場
申
込
書
の
写
し
に
参
加
者

全
員
の
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い

れ
ば
参
加
者
名
簿
は
不
要
）

・
県
大
会
要
項
と
予
選
成
績
（
予

選
で
は
な
く
選
抜
の
場
合
は
、

選
抜
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
資

料
）

※　

国
際
大
会
出
場
の
場
合
は
、

前
記
の
「
全
国
」
又
は
「
県
」

を
「
国
際
」
に
読
み
替
え
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振

興
係
（
☎
�
９
７
２
１
）

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
正
し
い
人

権
の
考
え
方
を
広
め
、
私
た
ち
の

人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る

た
め
に
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た

民
間
の
人
た
ち
で
す
。

　

講
演
会
の
開
催
、
啓
発
物
品
の

配
布
な
ど
、
人
権
に
つ
い
て
関
心

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
活
動

や
、
人
権
相
談
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

　

人
権
相
談
は
無
料
で
、
各
自
治

区
で
受
け
て
お
り
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

浜
田

日
時　
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時

～
正
午
・
午
後
１
時
～
３
時

場
所　
市
役
所
本
庁
１
階
市
民
相

談
室

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

龍
河　

和
子
（
松
原
町
）

西
井
久
美
子
（
高
田
町
）

坂
野　

昭
憲
（
黒
川
町
）

井
川　

善
吉
（
杉
戸
町
）

金
本　

孝
恵
（
熱
田
町
）

村
井　
　

勉
（
日
脚
町
）

其
原　

繁
広
（
内
田
町
）

石
田　

啓
真
（
下
府
町
）

河
野　

恒
弘
（
宇
野
町
）

金
城

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

金
口　

重
生
（
金
城
町
久
佐
）

室
崎　

武
子（
金
城
町
上
来
原
）

竹
田　
　

聰
（
金
城
町
小
国
）

旭日
時　
毎
月
第
２
月
曜
日
（
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

場
所　
旭
セ
ン
タ
ー

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

上
野　

壽
友
（
旭
町
今
市
）

佐
々
木
典
子
（
旭
町
都
川
）

弥
栄

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

齋
　

繁
美（
弥
栄
町
木
都
賀
）

王
子　

幸
子（
弥
栄
町
木
都
賀
）

三
隅

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

鹽
谷　

純
惠
（
三
隅
町
岡
見
）

石
川　

朝
子
（
三
隅
町
三
隅
）

井
上　

義
樹
（
三
隅
町
井
野
）

※　

金
城
・
弥
栄
・
三
隅
の
日
時
・

場
所
は
不
定
で
す
の
で
、『
広
報

は
ま
だ
』
付
属
の｢

は
ま
だ
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
人
権
同
和
教
育
啓
発
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
９
１
６
０
）

・
同
一
人
が
複
数
の
は
が
き
で
応

募
し
た
場
合
は
、
１
枚
の
み
有

効
と
な
り
ま
す
。

・
は
が
き
に
記
載
さ
れ
た
人
以
外

が
受
診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。

申
込
先　
〒
６
９
７-

８
５
０
１

浜
田
市
殿
町
１
番
地　

浜
田
市

役
所
医
療
保
険
課
「
人
間
ド
ッ

ク
」
係

は
が
き
記
入
例

申
込
締
切
日　
５
月
14
日
㈪
必
着

結
果
の
お
知
ら
せ

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
ま
す
（
先
着
順
で
は
あ
り

ま
せ
ん
）。

・
抽
選
の
結
果
は
、
５
月
下
旬
に

全
員
へ
通
知
し
ま
す
。

（表）　〒697-8501

　浜田市殿町1番地

　浜田市役所
　医療保険課

　「人間ドック」係

（裏）
①受診希望者の住所
②受診希望者の氏名
③受診希望者の性別
④受診希望者の生年

月日
⑤連絡先電話番号

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
医
療
保
険
課
国
保
係

（
☎
�
９
４
１
０
）

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
で
全
国
大
会
以
上
の

大
会
に
出
場
す
る
人
に
激
励
金

を
交
付
し
ま
す

人
権

人
権
擁
護
委
員
を
ご
存
知

で
す
か
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安
全
安
心

産　
　
　

業

地
域
活
性
化

保
険
・
医
療

年　
　
　

金

教
育
・
文
化

ス
ポ
ー
ツ

生
活
・
環
境

住　
　
　

宅

人　
　
　

権

税
務
・
納
税

健
康
・
福
祉

子

育

て

ジェイソン　ベックマンさん（米国）
期間　平成24年７月31日まで

劉
りゅう

　悦
えつ

さん（中国）
期間　平成25年４月11日まで

金
きむ

　恩
おん

志
じ

さん（韓国）
期間　平成25年４月11日まで

国際交流員の派遣について

　市では、国際交流や国際理解の推進のため、英語圏・中国・韓
国からそれぞれ１人ずつ国際交流員を配置しています。
　地域や公民館・団体などの諸行事に国際交流員を呼んで、国際
交流をしてみませんか。
派遣内容　国際理解の取組・交流活動など
例　アメリカ・中国・韓国の遊びでの交流、文化の話を聞くこと

での交流など
申込方法　派遣日時・交通手段などの詳細について担当と確認後、

所定の申込書を提出してください。
※　詳しくは、お問い合わせください。
問い合わせ先　本庁地域政策課交流推進係（☎�９２０２）

　

ア
メ
リ
カ
に
は
、
様
々
な
移
民

か
ら
受
け
継
が
れ
る
世
界
中
の
料

理
が
あ
り
ま
す
。
地
域
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

や
市
国
際
交
流
員
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン

さ
ん
が
、
多
国
籍
な
ア
メ
リ
カ
料

理
を
紹
介
し
ま
す
。

日
時　
５
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所　
石
見
公
民
館

申
込
先　
浜
田
国
際
交
流
協
会

定
員　
18
人

参
加
料　
５
０
０
円（
会
員
無
料
）

申
込
締
切
日　
５
月
17
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

浜
田
国
際
交
流
協
会　

森
川

さ
ん
（
☎
�
１
２
４
１
）

ア
メ
リ
カ
サ
ロ
ン

～
国
際
キ
ッ
チ
ン
～

　

平
成
24
年
度
後
期
分
助
成
事
業

の
募
集
を
行
い
ま
す
。

対
象
事
業　
８
月
か
ら
平
成
25
年

３
月
ま
で
に
実
施
・
完
了
す
る

事
業
で
、
地
域
文
化
の
振
興
・

芸
術
文
化
の
振
興
・
国
際
文
化

の
交
流
に
貢
献
す
る
と
認
め
ら

れ
る
民
間
団
体
に
よ
る
自
主
的

か
つ
創
造
的
事
業

※　

営
利
法
人
や
行
政
機
関
が
実

質
主
体
者
で
あ
る
団
体
は
対
象

外
で
す
。

助
成
金
額　
対
象
経
費
の
１
／
２

以
内
で
、
10
万
円
単
位

申
込
締
切
日　
５
月
31
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）

申
込
方
法　
助
成
申
請
書
（
本
庁

文
化
振
興
課
及
び
各
支
所
教
育

委
員
会
分
室
・
各
公
民
館
に
あ

り
ま
す
。）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ
ン

ド
事
務
局
【
〒
６
９
０-

８
５

０
１　

松
江
市
殿
町
１
番
地

（
☎
０
８
５
２
�
５
５
０
０
・

▢FAX
０
８
５
２
�
６
４
１
２
）】

平成24年度浜田市国際交流員を紹介します

み
ん
な
で
国
際
交
流
を

し
て
み
ま
せ
ん
か

公
益
信
託
し
ま
ね
文
化
フ
ァ

ン
ド
か
ら
の
お
知
ら
せ
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　３月25日㈰、ツリーハウスの竣工式が夢の音村「森の公民館」
で開催されました。
　「サウンドファイブ夢の音会」が、昨年６月から市民や「夢
の音会」の会員に呼び掛け、ツリーハウスを建設。敷地内にあ
るシイの木や廃材などを利用した手作りの施設で、地上からの
高さは７ｍ、広さは約６畳あり「YUMENONEMURA空中ケ
ビン遊坊や！風小僧」と名付けられました。式典には、関係者
など約50人が参加し、建設対談やオカリナ演奏、テープカット、
施設見学などを行い、ツリーハウスの完成を祝いました。

　３月17日㈯、「サケの稚魚の放流」が三隅大橋上河川敷で行
われました。
　これは、三隅の自然を教室にした屋外活動を通して、生まれ
育った三隅への愛着を深めてもらおうと、みすみっ子チャレン
ジ教室の一環として行われました。
　この日は、三隅小学校児童やボランティアなど20人が参加。
児童たちは、約５㎝に成長したサケの稚魚をバケツに入れても
らい、川に放流しました。なかには、川岸に引き返してくる稚
魚もおり、少し沖の方に放している児童もいました。

　３月22日㈭、「三隅小及び三隅中卒業生おめでとう交流会」
が三保公民館で開催されました。
　当日は、３月に卒業した三隅小学校児童６人と三隅中生徒３
人、ほほえみ健康教室の皆さんで、２チームに分かれてペタン
クをしたり、昼食用の料理作りを体験。料理作りでは、大人と
一緒になって鳥の唐揚げを作ったり、あすっこ入りのサラダを
上手に盛り付けました。
　参加した児童は、「ペタンクと料理づくりは、とても楽しくて、
卒業のいい思い出になりました」と笑顔で話していました。

　３月23日㈮、「ハーモニカ教室」が都川公民館で行われました。
　この教室は、地元のハーモニカ愛好者５人が、大田市在中の
毛利敏則さんを講師に招き、多彩な種類のハーモニカの説明や
様々な奏法を学びました。
　参加者は「昔は小学校で習ったが、今では吹けない人も多い
はず。音色が素晴らしい」と話していました。
　今後、12月に開催される島根県ハーモニカフェスティバルへ
の出場を目標に、参加者は張り切っていました。

的の中央を目掛けて球を投げる児童

イメージは鼻歌感覚です

オカリナ演奏でツリーハウスの完成を祝う関係者

大きく成長して帰ってきてね！

まちのわだい♥Town Topics

かなぎ手作りツリーハウスのお披露目
～ 夢の音村「森の公民館」（ツリーハウス）竣工式 ～

あさひ美しい音色と懐かしさに感動
～ 都川公民館ハーモニカ教室 ～

みすみ小中学校卒業生が地域と交流
～ 卒業おめでとう交流会 ～

みすみ大きくなってね！
～ サケの稚魚を放流 ～



広報はまだ：平成24年５月号　　　2８

　３月15日㈭、「地域防災マップ作成研修会」が西の郷自治会
で行われました。この研修は、自主防災組織設立の一環として、
山口県防府市のＮＰＯ法人ぼうぼうネットから山崎事務局長と
岩本理事を講師に招いて行われました。
　研修では、地域防災の進め方についての話を聞いたあと、白
地図を使った図上訓練として、避難場所や危険箇所をマップに
落とし込む作業を行いました。過去の災害を知る参加者からは、
「あのときは、この橋が落ちた」などの具体的な話が出され、
地域の強さと弱さを探る白熱した議論が行われました。

　３月10日㈯、キックボクシング世界王者・寺戸伸近選手の後
援会設立総会が三隅中学校音楽室で開催されました。
　寺戸選手は、三隅町出身で大学からキックボクシングを始め、
平成21年に日本バンタム級王座を獲得、昨年８月にはＩＳＫＡ
（国際競技空手協会）世界スーパーバンタム級王座を獲得しま
した。総会には約100人が出席し、寺戸選手を激励。寺戸選手は、
「浜田市出身という誇りを持って頑張りたい」と更なる飛躍を
誓いました。総会終了後には、サイン会や記念撮影を行い、参
加者との交流を深めました。

　３月13日㈫、高齢者クラブ連合会金城支部の交通安全教室が
さんあいホームで開催されました。この教室は、高齢者による
交通事故が増加していることを受け、交通安全に対する知識や
理解を高め、交通事故を防止しようと毎年実施されています。
今回、浜田警察署と交通安全協会から反射材の効果についての
オリジナル人形劇や、市内の交通事故を例にした歩行、運転時
の心構えについての講義がありました。参加者からは、「毎年
実施され、内容も分かりやすい」「交通安全を再認識する場と
なった」などの声がありました。

　３月13日㈫、今市小学校６年生の児童14人によるソメイヨシ
ノの植樹が地域交流プラザまんてんで行われました。
　今年で３回目となるこの桜の植樹作業は、同校の校庭にある
桜の樹勢が衰えたことに心を傷めた児童が、地域に呼び掛け住
民と一緒に手入れをしたことがきっかけとなり、今市公民館の
支援を受けて行われています。
　当日は小雪の舞う寒い１日でしたが、植樹をした児童は、ス
コップを手に「早く花を咲かせ楽しませてほしい」と笑顔を見
せていました。

人形劇で交通安全について楽しく学びました

苗木を植える児童

地図で見ることで新たな発見がありました

三隅中学校生徒と記念撮影する寺戸選手（中央）

ま ち の 　 わ だ い ♥Town Topicsま ち の 　 わ だ い

やさかマップ作りで地域を見直す
～ 西の郷自治会地域防災マップ作成研修会 ～

あさひ地域を花でいっぱいに！
～ 今市小学校さくらの植樹作業 ～

かなぎ人形劇で交通安全を再認識
～ 高齢者交通安全教室 ～

キックボクシング世界王者を激励！
～ 寺戸伸近後援会設立総会 ～
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　石見神楽の代表的演目「大
お ろ ち

蛇」の蛇胴を製作している植
う え

田
だ

倫
り ん

吉
き ち

さん（熱田町）が、平成24年度の地域伝統芸能大賞支援賞を
受賞されました。
　この賞は、地域振興や観光促進に功績のあった伝統芸能の担
い手に対して贈られます。
　現在の神楽で使用している蛇胴は、植田さんの祖父が考案し、
３代目の倫吉さんが継承しています。植田さんは、40年以上も
蛇胴製作に携わり石見神楽に大きく貢献されました。
　植田さんの今後ますますの活躍が期待されます。

　２月29日㈬、旭自治区内の市木・和田・木田小学校の高学年
児童17人が浜田市議会を見学しました。
　これは、複式学級の３校を対象にした集合学習の一環で、自
分たちの住んでいる「まち」の市政や議会に興味と親しみを持
つことを目的に行われました。児童は、浜田市議会本会議を傍
聴し、議員と市当局が新しい図書館建設について議論を交わす
様子を見学しました。ふだんは見ることが少ない議会審議の様
子を見学した児童は「テレビで見たことはあるが、議場に入る
と緊張感が伝わってきた」などの感想を話していました。

　３月６日㈫、安城公民館と弥栄小学校１・２年生による味噌・
豆腐作りが弥栄会館と農産加工場で行われました。
　１年生は豆乳作りから豆腐作成までの工程を行い、２年生は
大豆を使って味噌作りを行いました。原料となる大豆は、弥栄
小学校が生産・収穫したもので、今回仕込んだ味噌は来年の給
食に使われます。製造の過程を終えて豆腐を試食したあと、「味
噌を瓶に投げ入れるときに肩が痛くなった」「味噌を混ぜる過
程が気持ちよかった」「豆腐は大豆の味がしておいしかった」
などの感想を発表しました。 分量を間違えないように慎重に注ぎます

真剣なまなざしで傍聴する児童

地域伝統芸能大賞支援賞を受賞した植田さん

　３月４日㈰、「久佐文化祭」がくざ会館で、また「くもぎ地
区民文化祭」がみどりかいかんで開催されました。
　それぞれの文化祭では、地域団体による催し物やバザー、公
民館教室の作品展示などがあり、訪れた人たちを楽しませてい
ました。
　また、各地区のまちづくり推進委員会の新たな取組として、
「久佐文化祭」ではポップコーンやポン菓子の試食コーナーが
設置され、「くもぎ地区民文化祭」では新しい特産品の「おやき」
作り活動などが紹介されました。「おやき」の試食販売コーナー（くもぎ地区民文化祭）

ま ち の 　 わ だ いま ち の 　 わ だ い♥Town Topics

やさか大豆の味っておいしいね
～ 安城公民館みそ・豆腐作り ～

あさひ議会に理解を深める！
～ 旭自治区３校議会見学 ～

蛇胴製作で伝統芸能に貢献
～ 地域伝統芸能大賞支援賞を受賞 ～

金城の文化祭で新たな取組発表
～ 久佐文化祭・くもぎ地区民文化祭 ～

かなぎ
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旭図書館（☎�１４４０）
○開館時間
　午前９時～午後５時

○休館日　日曜日及び祝日

金城図書館（☎�１８２３）
○開館時間
　月～土　午前９時～午後５時
　　日　　午前９時～正午
○休館日　祝日

浜田図書館（☎�０４８０）
○開館時間
　月～金　午前９時～午後７時
　土・日　午前９時～午後５時
○５月の休館日　３日㈷～５日㈷・31日㈭

　

読
書
サ
ー
ク
ル
で
は
、
岡

山
県
倉
敷
市
を
中
心
に
源
平

合
戦
藤
戸
の
戦
い
に
ゆ
か
り

の
あ
る
藤
戸
寺
、
塩
田
王
と

呼
ば
れ
た
野
崎
武
左
衛
門
旧

宅
、
熊
野
神
社
な
ど
を
訪
ね

ま
す
。

日
時　
５
月
23
日
㈬

午
前
６
時
20
分
～
午
後
７

時
（
予
定
）

場
所　
岡
山
県
倉
敷
市　

藤
戸
寺
・
熊
野
神
社
・
下

津
井
な
ど

定
員　
先
着
30
人

料
金　
８
、
５
０
０
円
（
昼

食
代
込
み
）

申
込
締
切
日　
５
月
16
日
㈬

申
込
方
法　
５
月
７
日
㈪
以

降
に
、
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

浜
田
図
書
館

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

ゆ
め
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

谷
川
俊
太
郎

東
北
ん
め
え
も
ん
の
う
た

　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
義
史

お
た
ん
じ
ょ
う
び
ね
、
ム
ー
ミ
ン

ト
ロ
ー
ル　
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン

バ
ー
テ
ィ
ミ
ア
ス　
ソ
ロ
モ
ン
の

指
輪
３

　
　

ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ス
ト
ラ
ウ
ド

ひ
か
る
さ
く
ら　
　
　

帚
木
蓬
生

よ
う
ち
え
ん
が
ば
け
ま
す
よ

　
　
　
　
　
　
　
　

内
田
麟
太
郎

あ
た
し
っ
て
、
し
あ
わ
せ
！

　

ロ
ー
セ
・
ラ
ー
ゲ
ル
ク
ラ
ン
ツ

あ
な
た　
　
　
　
　

谷
川
俊
太
郎

■
大
人
向
け
の
本
■

Ｐ
Ｋ　
　
　
　
　
　

伊
坂
幸
太
郎

少
女
は
卒
業
し
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　

朝
井
リ
ョ
ウ

愛
に
つ
い
て　
　
　
　
　

白
岩
玄

秋
田
さ
ん
の
卵　
　

伊
藤
た
か
み

百
鬼
夜
行　
陽　
　
　

京
極
夏
彦

平
蔵
の
首　
　
　
　
　
　

逢
坂
剛

長
嶋
少
年　
　
　
　

ね
じ
め
正
一

あ
な
た
の
本　
　
　
　

誉
田
哲
也

★
お
は
な
し
あ
そ
び

日
時　
毎
月
第
１
・
３
金
曜
日

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

★
お
は
な
し
の
会

日
時　
毎
月
第
２
・
４
金
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

場
所　
お
は
な
し
の
へ
や

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

10
代
の
本
棚　
こ
ん
な
本
に
出
会

い
た
い　
　
　
　

あ
さ
の
あ
つ
こ

し
つ
も
ん
お
し
ゃ
べ
り
さ
ん

　
　
　
　
　
　

さ
い
と
う
し
の
ぶ

ウ
ェ
ン
王
子
と
ト
ラ

　
　
　
　

チ
ェ
ン
・
ジ
ャ
ン
ホ
ン

こ
こ
は
ボ
ツ
コ
ニ
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
部
み
ゆ
き

見
て
び
っ
く
り
野
菜
の
植
物　
ゲ

ッ
チ
ョ
先
生
の
野
菜
コ
レ
ク
シ
ョ

ン　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
口
満

■
大
人
向
け
の
本
■

決
起
！
コ
ロ
ヨ
シ
‼
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
崎
亜
記

読
み
聞
か
せ
は
心
の
脳
に
届
く　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

泰
羅
雅
登

言
葉
が
足
り
な
い
と
サ
ル
に
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
憲
治

文
明
の
子　
　
　
　
　
　

太
田
光

理
科
読
を
は
じ
め
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

滝
川
洋
二

★
絵
本
お
た
の
し
み
会

日
時　
５
月
26
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

場
所　
み
ど
り
か
い
か
ん
保
育
室

■
子
ど
も
向
け
の
本
■

バ
ラ
の
絵
本　
　

は
や
し
い
さ
お

ま
め
う
し
と
ま
め
ば
あ

あ
き
や
ま
た
だ
し

ラ
ン
ド
セ
ル
の
は
る
や
す
み

　
　
　
　
　
　
　
　

村
上
し
い
こ

は
る
だ
は
る
だ
よ
！
10
ぴ
き
の
か

え
る　
　
　
　
　
　

間
所
ひ
さ
こ

こ
い
ぬ
を
む
か
え
に　
筒
井
頼
子

■
大
人
向
け
の
本
■

紙
の
月　
　
　
　
　
　

角
田
光
代

デ
ッ
ド
エ
ン
ド　
　
　
　

今
野
敏

三
匹
の
お
っ
さ
ん
ふ
た
た
び　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
川
浩

糀
屋
本
店
の
塩
麹
レ
シ
ピ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

浅
利
妙
峰

ポ
リ
袋
で
作
る
天
然
酵
母
パ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
晶
子

紹介者　小学校１年生　女児
図書名　べべべんべんとう
著者名　さいとうしのぶ

　わたしは、そうめんのべんとうは
たべたことないです。わたしのおか
あさんも５こつくっています。
　えんそくは、いったことがありま
す。小がっこうでもべんとうはあり
ます。なまのべんとうは、たべたこ
とないです。パイナップルのべんと
うは、たべたことないです。フラン
スとアメリカはないです。

図

書

館

情

報

浜 

田 

図 

書 

館

春
の
文
学
散
歩

参
加
者
募
集

金 

城 

図 

書 

館

旭 

図 

書 

館

≪私の心に残る１冊≫
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北
東
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
と
の
情
報
交
換
・
知
識

交
流
を
通
じ
て
研
究
に
励
み
、
互
い

の
知
識
を
刺
激
し
合
う
“
市
民
研
究

員
制
度
”
と
い
う
独
特
な
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
市
民
研
究
員
同
士

の
グ
ル
ー
プ
研
究
や
大
学
院
生
と
の

共
同
研
究
な
ど
大
学
な
ら
で
は
の
企

画
・
交
流
が
知
的
好
奇
心
を
く
す
ぐ

る
こ
と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

市
民
研
究
員
の
登
録
に
は
、
特
に

必
要
な
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
学

と
い
う
国
際
性
豊
か
な
場
所
で
、
北

東
ア
ジ
ア
と
地
域
を
結
ぶ
接
点
に

な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

申
込
締
切
日　
５
月
10
日
㈭

問
い
合
わ
せ
先　
交
流
研
究
課

（
☎
�
２
２
０
１
）

　

３
月
19
日
㈪
、
卒
業
証
書
授
与
式

と
大
学
院
学
位
記
授
与
式
が
本
学
講

堂
で
行
わ
れ
、
総
合
政
策
学
部
卒
業

生
２
２
９
人
、
大
学
院
修
了
生
６
人

が
本
学
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

本
田
雄
一
学
長
か
ら
の
は
な
む
け

の
言
葉
に
対
し
て
、
総
合
政
策
学
部

卒
業
生
を
代
表
し
て
石い

し

丸ま
る

祥し
ょ
う

子こ

さ
ん

か
ら
は
「
困
難
な
試
練
に
対
し
て
も
、

大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
糧
に
、
更
な

る
飛
躍
を
目
指
し
て
広
く
社
会
に
貢

献
す
る
」
と
の
謝
辞
が
、
大
学
院
修

了
生
を
代
表
し
て
金き

ん

鑫き
ん

さ
ん
か
ら
は

「
大
学
に
対
す
る
愛
と
、浜
田
で
培
っ

た
豊
か
な
絆
を
深
く
心
に
留
め
、
更

な
る
自
己
実
現
に
向
か
っ
て
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
の
謝
辞
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
典
の
中
で
、
学
術
や
文

化
・
社
会
活
動
で
成
果
を
挙
げ
た
学

生
10
人
、
団
体
５
組
に
島
根
県
立
大

学
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

卒業証書授与の様子

　

２
月
17
日
㈮
、
地
域
振
興
や
地
域

活
性
化
を
テ
ー
マ
に
卒
業
研
究
・
論

文
に
取
り
組
ん
だ
学
生
の
発
表
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
本
田
学
長
か
ら
総
合
政

策
学
部
生
14
人
に
奨
励
賞
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら
石
丸
祥
子

さ
ん
の
「
医
療
通
訳
普
及
が
実
現
す

る
医
療
の
国
際
化
～
日
本
に
お
け
る

医
療
通
訳
普
及
に
期
待
さ
れ
る
有
効

性
と
方
向
性
の
検
証
～
」
が
浜
田
市

長
賞
を
受
賞
し
、
浜
田
市
長
か
ら
授

与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
小お

野の

寺で
ら

み

ゆ
き
さ
ん
の
「
地
震
と
島
根
」
が
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
あ
と
、
４
人
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
を
用
い
て
発
表
を
行
い
、
来
場

し
た
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
熱
心
に
聴

い
て
い
ま
し
た
。

受賞者の皆さん

ＡＬＳの当事者として島根で生きる
５月12日㈯　午後１時15分～２時45分
講師　谷田人司さん（日本ＡＬＳ協会島根県支部

副支部長）
ロシア経済・ビジネス
５月16日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　浅元薫哉さん（日本貿易振興機構海外調査

部欧州ロシアＣＩＳ課課長代理）
意外と知られていない日本のパートナー国オースト
ラリア
５月30日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　宮尾正浩さん（日本貿易振興機構松江貿易

情報センター所長）
地域社会における“映画・映像文化”の実情と未来
６月６日㈬　午後６時15分～７時45分
講師　瓜生忠久先生（浜田キャンパス教授）

井上靖『蒼き狼』の原典『元朝秘史』を読む
６月７日㈭　午後６時15分～７時45分
講師　井上治先生（浜田キャンパス教授）

場所　島根県立大学講義・研究棟　中講義室３

平成24年度浜田キャンパスサポーター募集中!!
　県立大学では、浜田キャンパスサポーターを募
集中です。サポーターになると、浜田キャンパス
情報満載の『オロリンタイムズ』（郵送）や『キャ
ンサポ通信』（メールマガジン）を定期的にお送
りします。そのほか、様々な特典を用意していま
す。詳しくは、大学ホームページをご覧ください。

問い合わせ先【公開講座・キャンパスサポーター】
　地域連携推進室（☎�２３９６）
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vol.103
～海の見える丘から～

電話：0855-24-2200
ホームページ：http://hamada.u-shimane.ac.jp

市
民
研
究
員
を
募
集

平
成
23
年
度
卒
業
証
書
授
与
式

大
学
院
学
位
記
授
与
式

地
域
振
興
に
関
す
る
提
言
を

含
む
優
秀
卒
業
研
究
・
論
文

の
発
表
会
を
開
催

公開講座のご案内
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石
正
美
術
館
で
は
、
企
画
展
「
水

辺
の
記
憶
」
を
開
催
中
で
す
。

　

画
家
・
石
本
正
（
91
歳
）
は
、
対

象
と
の
心
の
対
話
、
そ
し
て
そ
こ
か

ら
生
ま
れ
る
感
動
を
大
切
に
し
て
絵

を
描
い
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

感
動
の
記
憶
が
、
画
面
の
上
で
糸
を

紡
ぐ
よ
う
に
一
つ
に
な
り
、
女
性
や

花
な
ど
の
姿
で
表
現
さ
れ
る
の
で
す
。

　

こ
の
た
び
の
展
覧
会
で
は
、
テ
ー

マ
を
「
水
に
関
わ
る
も
の
」
に
絞
り
、

本
館
・
新
館
の
両
方
で
、
石
本
正
を

中
心
と
し
た
現
代
日
本
画
家
た
ち
の

「
水
辺
の
記
憶
」
の
様
々
な
世
界
を

紹
介
し
ま
す
。

　

画
家
た
ち
が
１
枚
の
絵
に
込
め
た

感
動
の
記
憶
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　
５
月
27
日
㈰
ま
で

料
金

　

一
般　

６
０
０
円
（
５
０
０
円
）

　

高
大
生
３
０
０
円
（
２
４
０
円
）

　

小
中
生
２
０
０
円
（
１
６
０
円
）

※　
（　

）
内
は
団
体
料
金

※　

毎
月
第
３
日
曜
日
（
し
ま
ね
家

庭
の
日
）
は
、
家
族
連
れ
の
入
場

者
の
う
ち
、
高
校
生
以
下
は
無
料

で
す
。

※　

５
月
１
日
㈫
は
、開
館
し
ま
す
。

《本館・新館展示室》
企画展「水辺の記憶」
　　５月27日㈰まで

《ギャラリー展示》
柳楽弘子書道展「書を友として」
　　５月11日㈮まで

《イベント情報》
よく飛ぶ紙飛行機を作ろう！★
　　５月３日㈷　午後１時～４時
大アサリの貝がらに絵を描こう★
　　５月４日㈷　午後１時～４時
光る泥団子を作ろう！★
　　５月５日㈷　午後１時～４時
子ども美術教室「水辺を描こう」★
　　５月12日㈯　午前10時～午後３時
母の日のプレゼント♪「蜜蝋でアロマ
キャンドルを作ろう」★
　　５月13日㈰　午後１時～３時
★印は、材料費が必要です。

休館日のお知らせ
　５月28日㈪～６月15日㈮

　地元の水辺の風景を探し、楽しく絵を描く子ども美術教室を行い
ます。
　いつも何気なく見ている風景。でも、その瞬間だけにしか出会え
ない特別な出会いや発見が必ずあります。今回は学芸員オススメの
海岸に行って、潮の香りや風を感じながら絵を描きます。一枚の画
用紙の中に、自分だけの発見が描けたときの感動と楽しさを一緒に
味わいましょう。ぜひ親子で参加してください！
日時　５月12日㈯
　　　午前10時～午後３時
集合場所　石正美術館

（会場は土田海岸を予定）
料金　３００円
※　学芸員が、画材のいろいろな使い方・
工夫の仕方などを一緒に考えます。

申込み・問い合わせ先
　石正美術館（☎�４３８８） 昨年の子ども美術教室

石本正「想」（1999年）

有

料

広

告

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

企
画
展
「
水
辺
の
記
憶
」

の
お
知
ら
せ

◎子ども美術教室「水辺を描こう！」



33　　　広報はまだ：平成24年５月号

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖

❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖
❖

❖

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

こ
ど
も
美
術
館
で
は
、
文
化
勲
章

受
賞
者
で
、
浜
田
市
名
誉
市
民
で
あ

る
日
本
画
家
・
橋
本
明
治
先
生
と
、

ご
子
息
・
橋
本
弘
安
先
生
の
展
覧
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
弘
安
先
生
が
、
明
治

先
生
の
学
生
時
代
の
作
品
・
素
描
や

下
絵
な
ど
の
作
品
と
資
料
及
び
自
身

の
日
展
出
品
作
を
中
心
と
し
た
作
品

群
を
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

貴
重
な
作
品
を
中
心
に
、
前
期
展
と

後
期
展
に
分
け
て
、
２
人
の
作
品
を

同
時
に
展
示
紹
介
し
ま
す
。

明治先生学生時代の作品

　

明
治
先
生
が
浜
田
の
地
で
描
い
た

作
品
や
学
生
時
代
の
作
品
の
ほ
か
、

ふ
だ
ん
は
目
に
す
る
機
会
の
少
な
い

素
描
や
下
絵
な
ど
を
中
心
に
展
示
し
、

作
品
に
込
め
ら
れ
た
明
治
先
生
の
思

い
や
真
摯
な
ま
な
ざ
し
を
紹
介
。

　

あ
わ
せ
て
弘
安
先
生
の
作
品
と
研

究
の
成
果
を
展
示
し
ま
す
。
弘
安
先

生
は
、
岩
絵
の
具
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
天
然
鉱
物
を
使
用
し
て
絵

の
具
の
制
作
を
行
い
、
自
身
の
絵
画

制
作
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。
パ
ス

テ
ル
調
の
優
し
い
穏
や
か
さ
に
あ
ふ

れ
た
作
品
は
見
る
人
を
魅
了
し
ま
す
。

　

２
人
の
画
伯
の
作
風
を
同
時
に
展

観
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

会
期前

期
展　

５
月
３
日
㈷
～
６
月
10

日
㈰

後
期
展　

６
月
16
日
㈯
～
７
月
16

日
㈷

料
金　
一
般　
　
　
　
　

５
０
０
円

　
　
　

高
校
・
大
学
生　

３
０
０
円

　
　
　

小
学
・
中
学
生　

２
０
０
円

※　

前
期
・
後
期
展
の
共
通
チ
ケ
ッ

ト（
８
０
０
円
）も
販
売
中
。詳
し

く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

弘安先生の作品

■
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

　
ス
ペ
シ
ャ
ル
創
作
活
動

《
ミ
ラ
ク
ル
ミ
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
》

　

の
ぞ
く
と
不
思
議
な
世
界
が
ひ
ろ

が
る
鏡
を
使
っ
た
魔
法
の
箱
を
作
っ

て
み
よ
う
！

◎
５
月
３
日
㈷
～
６
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
５
０
０
円

■
ホ
リ
デ
ー
創
作
活
動

※　

時
間
は
、
い
ず
れ
の
活
動
も
午

後
１
時
か
ら
４
時
ま
で
。
参
加
受

付
は
、
当
日
午
後
３
時
30
分
ま
で

に
１
階
創
作
室
に
て
。

《
パ
ッ
ク
ン
マ
グ
カ
ッ
プ
》

　

絵
を
描
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
ッ
プ

を
作
ろ
う
！
母
の
日
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

に
し
て
も
す
て
き
だ
ね
。

◎
５
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
３
０
０
円

●
定
員　
各
日
30
人

《
サ
ン
ド
ペ
ー
パ
ー
お
絵
か
き
》

　

紙
や
す
り
に
絵
を
描
い
た
ら
ど
ん

な
感
覚
か
な
？
で
き
た
作
品
は
手
作

り
の
額
を
付
け
て
飾
ろ
う
。

◎
５
月
19
日
㈯
・
20
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
１
０
０
円

《
木
の
バ
ラ
バ
ラ
パ
ズ
ル
》

　

木
を
い
ろ
い
ろ
な
形
に
切
っ
て
パ

ズ
ル
作
り
に
挑
戦
！

◎
５
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

●
参
加
費　
１
人
２
０
０
円

■
第
２
回
市
民
写
生
大
会
開
催
！

　

風
景
を
題
材
に
、
絵
を
描
く
楽
し

さ
を
体
感
し
て
も
ら
う
写
生
大
会
を

開
催
し
ま
す
。
作
品
の
審
査
は
行
い

ま
せ
ん
が
、
後
日
展
示
予
定
で
す
。

対
象　
小
学
生
か
ら
一
般
（
小
学
生

は
保
護
者
同
伴
）

日
時　
６
月
２
日
㈯
（
雨
天
の
場
合

は
３
日
㈰
に
延
期
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　
こ
ど
も
美
術
館
周
辺

参
加
費　
無
料

※　

水
彩
な
ど
の
描
画
道
具
、
水
入

れ
、
昼
食
、
飲
物
、
暑
さ
対
策
用

帽
子
な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
日　
５
月
31
日
㈭

※　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
一
般
講
座
受
講
生
募
集

《
楽
し
い
陶
芸
》（
全
６
回
）

日
時　
５
月
24
日
㈭
・
25
日
㈮
・
31

日
㈭
・
６
月
１
日
㈮
・
21
日
㈭
・

７
月
５
日
㈭

　

午
後
６
時
30
分
～
９
時

定
員　
先
着
15
人

受
講
料　
４
、
０
０
０
円

講
師　
岡
田
容
量
さ
ん

※　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

５
月
の
休
館
日

月
曜
日　
７
日
・
14
日
・
21
日
・

28
日

展
示
替　
１
日
㈫
・
２
日
㈬

月刊！
こども美術館

浜田市世界こども美術館
浜田市野原町859－1（県立大学となり）
■開館時間…午前9時30分～午後5時
■電話…0855－23－8451
■ホームページ…http://hamada-kodomo.art.coocan.jp

vol.185

有

料

広

告

『
橋
本
明
治・橋
本
弘
安
～

親
子
二
人
展
～
』開
催
！

５
月
の
イ
ベ
ン
ト
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浜
田
の
自
然
や
観
光
地
な
ど
、
そ

の
魅
力
を
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
う

｢

観
光
大
使｣

に
、
あ
な
た
も
応
募

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

応
募
資
格　
市
内
に
居
住
又
は
勤
務

し
て
い
る
満
18
歳
以
上
（
高
校
生

除
く
。）
の
健
康
で
明
る
い
男
女

で
、
平
日
、
休
日
問
わ
ず
年
間
15

回
程
度
（
県
外
５
回
程
度
）
の
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
参
加
で
き
る
人 

定　
３
人

委
嘱
期
間　
８
月
４
日
㈯
～
平
成
25

年
８
月
２
日
㈮

業
務
内
容　
委
嘱
期
間
中
は
市
観
光

協
会
に
所
属
し
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

応
募
締
切
日　
５
月
31
日
㈭
必
着

　

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
？

育
児
の
楽
し
さ
や
悩
み
を
、
気
軽
に

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
。
親
子
で
友
達
を
つ
く
り
、
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。

　

広
場
と
は
別
に
、
園
児
と
触
れ
合

う
ひ
ま
わ
り
交
流
会
も
計
画
し
て
い

ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

対
象　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

日　
毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
10
分
～

※　

園
の
都
合
で
開
放
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

場　
原
井
幼
稚
園

※　

園
内
に
駐
車
は
で
き
ま
せ
ん
。

駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

料　
子
ど
も
１
人
６
０
０
円
（
ス
ポ

　

ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
）

　

１
家
族
１
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

問　
原
井
幼
稚
園
（
☎
�
０
０
７
６
）

　

未
就
園
児
親
子
が
共
に
集
い
、
園

児
と
の
交
流
会
や
園
行
事
に
参
加
し

て
一
緒
に
遊
び
ま
せ
ん
か
？
お
し
ゃ

べ
り
を
楽
し
む
中
で
、
子
育
て
の
情

報
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
、
一
緒
に

楽
し
く
子
育
て
を
し
ま
し
ょ
う
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
初
回　

５
月
22
日
㈫

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

　

未
就
園
児
親
子
が
共
に
集
い
、
幼

稚
園
の
行
事
や
、
園
庭
で
の
遊
び
な

ど
、
子
育
て
の
輪
を
広
げ
る
サ
ー
ク

ル
で
す
。

　

親
子
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま

せ
ん
か
？
興
味
の
あ
る
人
は
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
就
園
前
ま
で
の
親
子

日　
初
回　

５
月
24
日
㈭

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

※　

随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

場　
長
浜
幼
稚
園

料　
前
期
３
０
０
円
（
お
や
つ
代
）

　
　

随
時　

５
０
円
（
１
か
月
）

※　

幼
稚
園
内
駐
車
場
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
長
浜
幼
稚
園
（
☎
�
０
５
７
５
）

　

し
ま
え
っ
こ
は
、
浜
田
市
を
中
心

に
清
掃
活
動
や
環
境
啓
発
活
動
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で

す
。
こ
の
た
び
「
国
際
海
岸
ク
リ
ー

応
募
方
法　
履
歴
書
又
は
レ
ポ
ー
ト

用
紙
な
ど
に
、
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
生
年
月
日
・
職
業
（
勤
務
先

又
は
通
学
先
）・
電
話
番
号
・
応

募
の
動
機
・
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記
入
の

上
、
上
半
身
の
カ
ラ
ー
写
真
（
お

お
む
ね
３
か
月
以
内
に
撮
影
し
た

も
の
。）
を
添
え
て
応
募
し
て
く

だ
さ
い
。

応
・
問　
市
観
光
協
会
【
〒
６
９
７

-

０
０
２
２　

浅
井
町
７
７
７
番

地
19
（
☎
�
１
０
８
５
）】

場　
石
見
幼
稚
園

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
東
公

園
第
一
駐
車
場
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

問　
石
見
幼
稚
園
（
☎
�
０
４
９
３
）

まちかど伝言板
募
　

集

浜
田
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ

観
光
大
使

原
井
幼
稚
園
ひ
ま
わ
り
広
場

参
加
者

石
見
幼
稚
園
ぴ
よ
ぴ
よ
の
会

参
加
者

有

料

広

告

長
浜
幼
稚
園
ピ
ッ
コ
ロ
隊

参
加
者

県
立
大
学
環
境
倶
楽
部

「
し
ま
え
っ
こ
」

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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日　
５
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
７
時
30
分
～（
１
時
間
程
度
）

集
合
場
所　
生
湯
海
岸
駐
車
場

清
掃
場
所　
生
湯
海
岸
一
帯

※　

参
加
し
た
人
に
、
サ
ポ
ー
ト
通

貨
「
神
楽
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

対
価
と
し
て
進
呈
す
る
予
定
で
す
。

問　
牛
尾
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
２

　

４
４-

９
４
２
９
）「
全
国
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

市
民
１
０
０
０
人
の
会
」

ン
ア
ッ
プ
」
と
い
う
世
界
中
で
行
わ

れ
て
い
る
地
域
参
加
型
清
掃
活
動
の

一
環
と
し
て
、
海
岸
の
清
掃
活
動
を

実
施
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
も
大

歓
迎
で
す
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

　

清
掃
活
動
に
必
要
な
も
の（
軍
手
・

火
箸
・
ご
み
袋
）
は
、
用
意
し
ま
す
。

対
象　
小
学
生
以
上

※　

中
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

日　
５
月
26
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

※　

雨
天
の
場
合
は
、
27
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

場　
石
見
海
浜
公
園
（
現
地
集
合
）

集
合
場
所　
ビ
ー
チ
ハ
ウ
ス
（
姉
ヶ

浜
方
面
）

申
込
締
切
日　
５
月
20
日
㈰

※　

当
日
参
加
も
で
き
ま
す
。

申
込
方
法　
氏
名
・
性
別
・
年
齢
・

参
加
人
数
を
記
入
の
上
、
メ
ー
ル

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す
。

申
・
問　
高
橋
さ
ん
（
☎
０
９
０-

５
８
７
９-

４
２
１
７
）

末
宗
さ
ん
（
☎
０
９
０-

４
８
０

９-

６
３
５
１
）

渡
辺
さ
ん
（
☎
０
９
０-

４
８
９

７-

４
１
０
６
）

Em
ail:shim

aekko@
u-shim

ane.
ac.jp

　

公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
国
際
セ
ン

タ
ー
で
は
、
２
０
１
２
北
東
ア
ジ
ア

交
流
の
翼
in
し
ま
ね
で
企
画
・
運
営

を
担
う
県
代
表
青
年
を
募
集
し
ま
す
。

　

中
国
・
韓
国
・
ロ
シ
ア
の
若
者
を

島
根
に
迎
え
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た

県
内
で
の
視
察
や
文
化
交
流
・
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
国
際
的
視

野
と
相
互
理
解
を
深
め
る
た
め
の
交

流
事
業
で
す
。
島
根
で
で
き
る
国
際

交
流
の
ま
た
と
な
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　
18
歳
～
30
歳
の
人
で
、
島
根

県
在
住
者
又
は
島
根
県
出
身
者

期
間　
８
月
３
日
㈮
～
８
日
㈬

（
５
泊
６
日
）

定　
７
人
程
度

　
「
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会
」
は
、

新
し
い
図
書
館
を
み
ん
な
で
支
え
て

い
こ
う
と
、
２
年
前
か
ら
活
動
し
て

い
る
市
民
グ
ル
ー
プ
で
す
。
毎
月
、

定
期
に
集
ま
っ
て
話
し
合
い
を
し
て

い
ま
す
の
で
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
毎
月
第
２
木
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

場　
石
見
公
民
館
図
書
室

料　
無
料

※　

詳
し
く
は
、
ブ
ロ
グ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

h
ttp

://b
lo

g
.ca

n
p
a
n
.in

fo
/

h-toshotom
o/

問　
は
ま
だ
図
書
館
友
の
会　

栗
栖

真
理
さ
ん
（
☎
０
９
０-

８
０
６

　

４-

７
９
４
０
）

　

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団
で
は
、
団

員
を
募
集
し
ま
す
。
合
唱
の
魅
力
を

一
緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象　
小
学
校
３
年
生
～
高
校
３
年

生
練
習
時
間　
毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

※　

土
曜
日
又
は
日
曜
日
の
い
ず
れ

か
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

日
曜
日
の
正
午
か
ら
午
後
５
時

ま
で
は
、
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
の

指
導
を
行
い
ま
す
。

練
習
場
所　
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

申
込
方
法　
は
が
き
に
、
氏
名
・
学

年
・
保
護
者
氏
名
を
記
入
の
上
、

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

随
時
、
受
け
付
け
ま
す
。

申
・
問　
真
田
節
子
さ
ん
【
〒
６
９

　

７-

０
０
３
５　

杉
戸
町
２
３
４

　

３-

７
（
☎
０
９
０-

３
１
７
３

-

６
８
８
０
）】

料　
無
料

※　

集
合
場
所
（
松
江
市
内
）
ま
で

の
旅
費
は
、
自
己
負
担
で
す
。

テ
ー
マ　
環
境
又
は
福
祉
分
野
（
予

定
）

※　

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企
画
す
る
た
め

の
事
前
研
修
（
３
回
程
度
）・
ま

と
め
の
事
後
研
修
・
報
告
会
に
参

加
し
て
も
ら
い
ま
す
。

応
募
締
切
日　
５
月
25
日
㈮

応
募
方
法　
郵
送
・
メ
ー
ル
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
・
問　
公
益
財
団
法
人
し
ま
ね
国

際
セ
ン
タ
ー
【
〒
６
９
０-

０
０

　

１
１　

松
江
市
東
津
田
町
３
６
９

番
地
１
（
☎
０
８
５
２
�
５
０
５

　

６
・
▢ＦＡＸ
０
８
５
２
�
５
０
５
５
）

http://w
w
w
.sic-info.org/

Em
ail:adm

in@
sic-info.org

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

有

料

広

告

ふ
れ
あ
い
環
境
助
成
事
業

海
岸
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

２
０
１
２
北
東
ア
ジ
ア

交
流
の
翼
in
し
ま
ね

は
ま
だ
図
書
館
友
の
会

参
加
者

浜
田
少
年
少
女
合
唱
団

36
期
生

　

　

　



広報はまだ：平成24年５月号　　　36

☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆　　　☆広告募集中!!　詳しくは、市ホームページで☆

会
員
募
集

　

あ
な
た
の
豊
か
な
経
験
と
知
識
を

活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
内
在
住

で
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
健
康
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人
な
ら
ど
な
た
で

も
入
会
で
き
ま
す
。

入
会
説
明
会

日　
毎
月
20
日
（
20
日
が
休
日
の
場

合
は
翌
営
業
日
）

　

午
後
１
時
30
分
～

場　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
の
仕
事

　

高
齢
者
に
適
し
た
次
の
よ
う
な
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。

除
草
・
草
刈
り
、
屋
内
・
屋
外
清

掃
、
植
木
の
剪せ

ん

定て
い

、
自
動
車
運
転
、

家
事
手
伝
い
、
ふ
す
ま
・
障
子
張

り
、
毛
筆
筆
耕
・
宛
名
書
き
、
家

屋
の
修
繕　

な
ど

○
人
を
雇
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
早

く
処
理
し
た
い
仕
事
が
で
き
た
と

き
○
家
庭
内
の
仕
事
で
手
伝
っ
て
も
ら

え
る
適
当
な
人
が
い
な
い
と
き

　

こ
ん
な
と
き
、
気
軽
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
㈳
浜
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
４
６
８
０
）

　

ゲ
ー
ム
・
体
操
・
折
り
紙
・
う
た

遊
び
な
ど
を
行
い
ま
す
。

対
象　

介
護
予
防
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
・
関
心
が
あ
る
人

日　
毎
月
１
回
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
３
時

日
程　
５
月
10
日
・
６
月
14
日
・
７

月
12
日
・
８
月
９
日
・
９
月
13
日
・

10
月
11
日
・
11
月
８
日
・
12
月
13

日
・
平
成
25
年
１
月
10
日
・
２
月

14
日
・
３
月
14
日

場　
石
見
公
民
館

定　
30
人

料　
１
回
３
０
０
円

申
込
方
法　
直
接
又
は
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※　

動
き
や
す
い
服
装
で
、
室
内
用

シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

継
続
受
講
を
お
勧
め
し
ま
す

が
、
途
中
か
ら
の
受
講
や
欠
席
も

可
能
で
す
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

日　
５
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
45
分

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

定　
１
５
０
人

料　
前
売
券　

３
、
５
０
０
円

　
　

当
日
券　

４
、
５
０
０
円

講
師　
三
好
春
樹
さ
ん
（
生
活
と
リ

ハ
ビ
リ
研
究
所
代
表
・
理
学
療
法

士
）

申
込
方
法　
事
前
に
、
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
（
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。）
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
ほ
ほ
え
み
ラ
イ
フ　

齋
藤

さ
ん
（
☎
�
７
２
７
７
・
▢ＦＡＸ
�
１

　

６
４
４
）

　

韓
国
（
留
学
生
な
ど
）
と
の
交
流

を
交
え
て
、
韓
国
語
や
文
化
を
学
び

ま
す
。
ま
た
、
学
習
以
外
に
も
、
料

理
教
室
や
韓
国
研
修
旅
行
も
行
い
ま

す
。

講
師　
福
島
明み

ょ
ん

淑す
く

さ
ん

日　
毎
週
火
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

教
科
書
に
沿
っ
て
学
習
（
全
く
初

　

視
覚
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
情
報

取
得
の
手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も

の
が
音
訳
で
す
。
視
覚
障
が
い
者
の

情
報
格
差
解
消
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
も
ら
え
る
朗
読
奉
仕
員
の
養
成
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

朗
読
（
音
訳
）
技
術
を
身
に
付
け
、

資
料
を
パ
ソ
コ
ン
に
録
音
し
、
視
覚

障
が
い
者
が
利
用
す
る
録
音
図
書
を

作
り
ま
す
。

対
象　
朗
読
奉
仕
を
希
望
す
る
65
歳

未
満
で
、
講
習
会
終
了
後
に
継
続

し
て
活
動
が
で
き
る
人

日　
５
月
23
日
㈬
～
平
成
25
年
３
月

６
日
㈬
（
全
21
回
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
15
分

場　
い
わ
み
ー
る
視
聴
覚
研
修
室

料　
８
４
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

申
込
締
切
日　
５
月
19
日
㈯

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
当
日
、
会
場
で
も
受
け

付
け
ま
す
）。

申
・
問　
県
西
部
視
聴
覚
障
害
者
情

報
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
９
３
３
４
・

▢ＦＡＸ
�
９
３
３
５
）

有

料

広

告

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員

教
室
・
講
座

介
護
予
防
笑
楽
講
座
パ
ー
ト
Ⅵ

～
脳
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
でいき

い
き
と
～

介
護
の
勉
強
会

介
護
の
専
門
性
と
認
知
症
ケ
ア

ミ
ョ
ン
ス
ク
ハ
ン
グ
ル

友
の
会

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
習
会
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め
て
の
人
）

日　
毎
週
木
曜
日

　

午
後
７
時
～
９
時

　

会
話
を
中
心
と
し
た
学
習（
初
級
）

日　
毎
週
金
曜
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

　

教
科
書
に
沿
っ
て
学
習
（
初
級
）

場　
石
見
公
民
館

料　
月
額
３
、
０
０
０
円

※　

研
修
旅
行
代
な
ど
は
、
参
加
者

か
ら
別
途
徴
収
し
ま
す
。

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
公
民
館

（
☎
�
１
３
８
０
）

　

中
国
地
方
屈
指
の
つ
つ
じ
の
名
所

「
三
隅
公
園
」
で
、
つ
つ
じ
祭
り
を

開
催
し
ま
す
。
石
見
神
楽
上
演
・
地

元
特
産
品
販
売
・
紙
芝
居
上
演
（
雨

天
中
止
）
な
ど
で
、
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日　
５
月
３
日
㈷
～
５
日
㈷

午
前
10
時
～
午
後
４
時
（
石
見
神

楽
上
演
時
間
）

場　
三
隅
公
園

※　

祭
り
期
間
中
は
、
一
部
交
通
規

制
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問　
市
観
光
協
会
三
隅
支
部

（
☎
�
２
１
０
４
）

　

新
緑
の
な
か
、
皆
さ
ん
で
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

　

チ
ベ
ッ
ト
巡
礼
探
訪
家
・
能
海
寛

が
、
ふ
る
さ
と
を
詠
ん
だ
歌
碑
10
基

を
巡
る
７
㎞
コ
ー
ス
で
す
。
歩
き
な

が
ら
、
自
然
・
歴
史
・
文
化
財
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日　
５
月
３
日
㈷
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

ゴ
ー
ル　
正
午
予
定

集
合
場
所　
と
き
わ
会
館
（
波
佐
公

民
館
）

料　
３
０
０
円（
中
学
生
以
下
無
料
）

問　
金
城
自
治
区
６
公
民
館
連
絡
協

議
会　

波
佐
公
民
館

（
☎
�
０
１
４
６
）

　

世
界
的
に
も
珍
し
い
岩
・
黄
長
石

霞
石
玄
武
岩
は
、
昭
和
41
年
に
島
根

県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
由

緒
あ
る
も
の
で
す
。

　

黄
長
石
霞
石
玄
武
岩
研
究
会
で

は
、
５
月
10
日
の
「
地
質
の
日
」
に

合
わ
せ
て
、
こ
の
貴
重
な
岩
に
つ
い

て
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
散
策

会
を
開
催
し
ま
す
。

日　
５
月
12
日
㈯
（
小
雨
決
行
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

集
合
場
所　
浜
田
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
桑
田
さ
ん
（
☎
０
９
０-

５
２

　

６
５-

０
７
６
６
）

　

５
月
の
風
と
日
ざ
し
を
浴
び
て
、

長
浜
の
町
を
歩
き
ま
せ
ん
か
？

対
象　
ど
な
た
で
も
（
小
学
校
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

日　
５
月
13
日
㈰
（
小
雨
決
行
）

受
付　
午
前
８
時
30
分
～
９
時

場　
長
浜
小
学
校

料　
１
人
５
０
０
円
（
ス
ポ
ー
ツ
保

険
料
を
含
む
。）

申
込
締
切
日　
５
月
10
日
㈭

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※　

当
日
も
受
け
付
け
ま
す
。

※　

小
雨
の
場
合
は
、
雨
具
な
ど
を

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会　

岩
本
冷
子
さ
ん

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
３
２
５
３
）

　
「
浜
田
ろ
う
学
校
体
育
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

４
月
に
４
人
の
新
入
生
を
迎
え
て

新
し
く
出
発
し
た
浜
田
ろ
う
学
校
で

す
が
、
今
回
の
体
育
祭
は
、
全
校
み

ん
な
で
一
緒
に
取
り
組
む
１
つ
目
の

学
校
行
事
に
な
り
ま
す
。

　

総
勢
わ
ず
か
９
人
の
幼
児
児
童
生

徒
た
ち
で
す
が
、
今
年
度
も
地
域
の

皆
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
に

ぎ
や
か
な
体
育
祭
に
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
一
般
参
加
の
競
技
も
あ

り
ま
す
の
で
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　
５
月
13
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時

場　
浜
田
ろ
う
学
校

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問　
浜
田
ろ
う
学
校　

伊
藤
さ
ん

（
☎
�
０
１
４
６
・
▢ＦＡＸ
�
２
０
６

３
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

講
演
会
・
イ
ベ
ン
ト

つ
つ
じ
祭
り

金
城
三
偉
人
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
第
一
弾

能
海
寛
歌
碑
め
ぐ
り

ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
２

珍
し
い
岩
「
黄
長
石
霞
石

玄
武
岩
」
散
策
会

第
26
回
浜
田
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
大
会

浜
田
ろ
う
学
校
体
育
祭
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浜
田
郷
土
資
料
館
友
の
会
で
は
、

会
員
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
の
合
同
視

察
研
修
と
し
て
、
安
来
方
面
の
加
納

美
術
館
・
清
水
寺
・
和
鋼
博
物
館
を

見
学
し
ま
す
。

日　
５
月
19
日
㈯

　

午
前
７
時
50
分
～
午
後
７
時

集
合
場
所　
浜
田
郷
土
資
料
館

定　
45
人

※　

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

料　
６
、
３
０
０
円
程
度

申
込
期
間　
５
月
３
日
㈷
午
前
８
時

30
分
～
15
日
㈫
午
後
５
時

申
込
方
法　
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
浜
田
郷
土
資
料
館

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
６
４
５
３
）

　

金
城
町
久
佐
周
辺
を
散
策
し
ま

す
。藩
政
時
代
の
名
残
に
昔
の
往
還
。

創
作
か
本
当
か
和
紙
に
ま
つ
わ
る
悲

話
。
広
浜
鉄
道
の
予
定
地
な
ど
楽
し

い
歴
史
が
満
載
で
す
。

日　
５
月
20
日
㈰

　

午
前
９
時
～
正
午

※　

雨
天
の
場
合
は
、
27
日
㈰
に
延

期
し
ま
す
。

集
合
場
所　
か
な
ぎ
ウ
エ
ス
タ
ン
ラ

イ
デ
ィ
ン
グ
パ
ー
ク
前

料　
２
０
０
円
（
資
料
代
）

問　
下
村
さ
ん　

午
後
５
時
以
降

（
☎
０
９
０-

７
５
０
０-

９
６

３
７
）

　

ふ
る
さ
と
史
跡
ウ
ォ
ー
ク
の
会
で

は
、
浜
田
城
跡
の
中
ノ
門
か
ら
登
城

路
や
石
垣
と
人
麻
呂
終し

ゅ
う

焉え
ん

に
ゆ
か

り
の
あ
る
お
堂
（
五
輪
塔
一
部
と
経

石
板
な
ど
）
を
訪
ね
る
散
策
会
を
行

い
ま
す
。

日　
５
月
20
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
前

集
合
場
所　
城
山
人
麻
呂
案
内
板
前

料　
３
０
０
円
（
資
料
代
）

※　

事
前
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
島
根
県
観
光
連
盟
ふ
る
さ

と
案
内
人　

古
谷
さ
ん

（
☎
�
８
１
３
５
）

　

杵
つ
き
餅
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
（
無

料
）・
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
（
有
料
）・
特

産
品
販
売
コ
ー
ナ
ー
・
桑
田
岩
石
園

見
学
・
島
根
県
立
大
学
生
に
よ
る
大

道
芸
・
渓
流
釣
り
コ
ー
ナ
ー（
無
料
）・

石
見
神
楽
を
行
い
ま
す
。

日　
５
月
20
日
㈰

　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

場　
小
国
公
民
館

料　
一
般
１
、
０
０
０
円
・
小
学
生

５
０
０
円
・
幼
児
無
料（
昼
食
引

換
券
）

※　

昼
食
は
、
ご
は
ん
類
・
山
菜
て

ん
ぷ
ら
・
煮
し
め
・
豚
汁
の
バ
イ

キ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。

問　
小
国
公
民
館
（
☎
�
０
２
５
４
）

　

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と

は
？
ポ
ー
ル
の
持
ち
方
や
歩
き
方
か

ら
始
め
ま
す
。
公
園
の
景
色
を
楽
し

み
な
が
ら
約
４
㎞
の
道
の
り
を
一
緒

に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

日　
５
月
20
日
㈰
・
６
月
17
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

※　

７
月
・
８
月
は
お
休
み
し
ま
す
。

場　
石
見
海
浜
公
園

講
師　
浜
田
ラ
イ
フ
セ
ー
ビ
ン
グ
ク

ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ

定　
30
人
程
度

料　
無
料
（
ポ
ー
ル
の
レ
ン
タ
ル
料

５
０
０
円
）

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※　

歩
き
や
す
い
服
装
で
、タ
オ
ル
・

飲
み
物
・
着
替
え
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
石
見
海
浜
公
園
予
約
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
２
２
３
１
）

　
「
リ
ズ
ム
探
偵
団
」
と
は
、
実
力

派
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
が
、
全
身

全
霊
を
か
け
て
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る

客
席
参
加
型
コ
ン
サ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
す
。「
一
生
に
一
度
は
見
な
く

ち
ゃ
損
を
す
る
！
」
楽
し
い
歌
や
リ

ズ
ム
体
操
、
ダ
ン
ス
で
会
場
全
体
が

一
体
と
な
る
す
て
き
な
コ
ン
サ
ー
ト

を
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
26
日
㈯

開
場　
午
後
５
時

開
演　
午
後
５
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
一
般　

４
、
２
０
０
円

問　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
浜
田
お
や
こ
劇
場

（
☎
�
６
３
９
６
）

　

家
族
の
思
い
や
気
持
ち
を
自
由
に

語
り
合
え
る
場
で
す
。
自
死
遺
族
だ

け
で
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
26
日
㈯　

午
後
２
時
～

場　
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問　
し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

事
務
局
（
☎
０
９
０-

４
６
９
２

-

５
９
６
０
）

　

山
野
草
・
シ
ダ
類
・
斑
入
物
・
寄

せ
上
・
コ
ケ
玉
な
ど
２
５
０
鉢
を
展

示
、
記
念
特
価
の
苗
の
頒
布
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

日　
５
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
27
日
㈰

は
午
後
３
時
ま
で
）

場　
三
隅
公
民
館

問　
三
隅
植
物
愛
好
花か

囲い　

三
浦
博

文
さ
ん
（
☎
�
１
９
０
６
）

加
納
美
術
館
と
清
水
寺

和
鋼
博
物
館
め
ぐ
り

第
１
２
１
回
ふ
る
さ
と

歴
史
紀
行

第
54
回
ふ
る
さ
と
史
跡

ウ
ォ
ー
ク

第
８
回
小
国
の
自
然
に

親
し
む
会

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
一
緒
に
歩
き
ま
せ
ん
か
？

「
カ
フ
カ
フ
ド
ゴ
シ
コ
の

リ
ズ
ム
探
偵
団
」
公
演

大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り

亡
く
さ
れ
た
あ
な
た
へ

し
ま
ね
分
か
ち
合
い
の
会
・
虹

第
20
回
記
念

山
野
草
大
感
謝
祭
展
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浜
田
城
資
料
館
期
成
同
盟
会
で
は
、

資
料
館
建
設
の
啓
発
事
業
と
し
て
、

浜
田
城
下
町
の
形
成
や
明
治
末
期
の

御
便
殿
建
設
の
頃
の
町
並
み
な
ど
に

つ
い
て
、
各
地
の
城
下
町
と
比
較
し

な
が
ら
講
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
期
成
同
盟
会
の
総

会
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日　
５
月
27
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時

場　
石
見
公
民
館

演
題　
浜
田
城
下
町
の
形
成
か
ら
御

便
殿
の
時
代
へ

講
師　
阿
部
志
朗
さ
ん
（
歴
史
地
理

学
会
員
・
浜
田
高
校
教
諭
）

料　
無
料

問　
本
庁
文
化
振
興
課

（
☎
�
９
７
３
０
）

　

年
に
一
度
の
発
表
会
で
す
。
こ
の

機
会
に
伝
統
的
な
日
本
舞
踊
の
美
し

さ
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
６
月
３
日
㈰

　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

場　
石
央
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

料　
無
料

問　
紫
の
会　

藤
蔭
紫し

女め

（
青
木
和

子
）
さ
ん
（
☎
�
０
３
８
２
）

　

三
重
県
松
阪
市
に
生
ま
れ
た
本も

と

居お
り

宣の
り

長な
が

は
、
こ
の
国
最
古
の
歴
史
書
と

さ
れ
る
「
古
事
記
」
の
注
釈
書
を
、

生
涯
の
仕
事
と
し
て
著
し
た
江
戸
時

代
の
国
学
者
と
し
て
有
名
で
す
。
そ

の
彼
に
は
、
驛え

き

鈴れ
い

が
と
り
も
つ
浜
田

藩
と
の
深
い
縁
で
結
ば
れ
た
逸
話
が

残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
演
会
で
は
、
本
居
宣
長
の

足
跡
を
た
ど
り
、
浜
田
と
松
阪
と
の

歴
史
・
文
化
を
学
ぶ
、
は
じ
ま
り
の

機
会
を
講
演
し
て
も
ら
い
ま
す
。

日　
６
月
２
日
㈯

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場　
い
わ
み
ー
る
４
０
１
研
修
室

演
題　
石
見
国
浜
田
と
本
居
宣
長

～
驛
鈴
が
繋
ぐ
浜
田
と
伊
勢
国
松

坂
～

講
師　
吉
田
悦
之
さ
ん
（
本
居
宣
長

記
念
館
館
長
）

定　
１
５
０
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
市
観
光
協
会

（
☎
�
１
０
８
５
・
▢ＦＡＸ
�
１
０
８

１
）

５
月
連
休
中
の
ス
ケ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
エ
キ
シ
ビ

ジ
ョ
ン

日　
５
月
３
日
㈷
・
４
日
㈷

　

正
午
～
午
後
０
時
30
分

出
演
者　
浜
田
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
・

石
見
ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ
会
員

料　
無
料

中
学
生
以
下
滑
走
料
無
料
デ
ー

　

初
心
者
の
た
め
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

レ
ッ
ス
ン
を
実
施
し
ま
す
。

日　
５
月
５
日
㈷

料　
無
料

※　

貸
靴
料
は
、
別
途
必
要
で
す
。

申
込
方
法　
事
前
に
、
電
話
又
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

貸
靴
無
料
券

　

５
月
５
日
㈷
に
、
ス
ケ
ー
ト
利
用

し
た
人
に
、
貸
靴
無
料
券
（
次
回
か

ら
使
用
可
能
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

休
館
・
営
業
日
の
お
知
ら
せ

休
館
日　
５
月
２
日
㈬

営
業
日　
５
月
６
日
㈰
ま
で

※　

５
月
７
日
㈪
か
ら
６
月
３
日
㈰

の
間
は
、
貸
し
き
り
延
長
営
業
を

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

人
工
芝
ス
ポ
ー
ツ
広
場
が
４
月
８
日

㈰
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　

４
月
か
ら
、
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜

田
の
多
目
的
広
場
が
人
工
芝
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

利
用
時
間　
午
前
９
時
～
午
後
９
時

※　

利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田

（
☎
・
▢ＦＡＸ
�
１
３
０
０
）

海
の
生
き
物
教
室

磯
の
生
き
物
を
さ
が
し
て
み
よ
う

日　
５
月
13
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

日
曜
講
座

ペ
ン
ギ
ン
の
オ
モ
チ
ャ
作
り

日　
５
月
20
日
㈰

　

午
前
10
時
～
正
午

定　
30
人

料　
無
料

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

申
し
込
め
ま
す
。

http://w
w
w
.aquas.or.jp

申
・
問　
学
習
交
流
係

（
☎
�
３
６
１
４
）

５
月
の
神
楽
情
報
（
雨
天
中
止
）

日　
３
日
㈷　

都
治
神
楽
社
中

　
　

４
日
㈷　

周
布
青
少
年
保
存
会

　
　

５
日
㈷　

神
楽
大
会

　
　

６
日
㈰　

有
福
温
泉
神
楽
団

　
　

13
日
㈰　

倭
川
戸
神
楽
社
中

　
　

20
日
㈰　

日
脚
神
代
神
楽
社
中

　
　

27
日
㈰　

岡
見
神
遊
座

時
間　
午
後
１
時
～
３
時
（
５
日
㈷

の
神
楽
大
会
は
午
前
11
時
か
ら
）

問　
石
央
マ
リ
ン
開
発
㈱

（
☎
�
３
３
８
８
）

　

毎
年
好
評
の
『
ど
ろ
ん
こ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
』
を
今
年
も
開
催
し
ま

す
。
家
族
・
職
場
・
友
人
・
学
生
な

ど
で
チ
ー
ム
を
作
っ
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

対
象　
小
学
生
（
高
学
年
）
以
上
で

遊
び
心
と
健
康
に
自
信
の
あ
る
人

日　
６
月
３
日
㈰

集
合
時
間　
午
前
８
時

競
技
開
始　
午
前
８
時
30
分

場　
周
布
小
学
校
校
庭
側
水
田

定　
先
着
48
チ
ー
ム

※　

１
チ
ー
ム
４
人
か
ら
６
人
で
、

で
き
る
だ
け
男
女
混
成
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

料　
１
チ
ー
ム
３
、
０
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
・
問　
周
布
公
民
館

（
☎
�
０
０
５
８
）

日 =日時　場 =場所　定 ＝定員　料 ＝料金　申 ＝申込先　応 ＝応募先　問 ＝問い合わせ先

歴
史
的
建
造
物
「
御
便
殿
」

記
念
講
演
会

第
９
回
ど
ろ
ん
こ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

紫
の
会
（
藤
蔭
流
）

～
初
夏
の
お
さ
ら
い
会
～

古
事
記
編
纂
１
３
０
０
年

記
念
講
演

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
浜
田
か
ら

ア
ク
ア
ス
か
ら

（
☎
㉘
３
９
０
０
）
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世 帯 男 女 総 数
浜 田 19,796 20,239 22,757 42,996
金 城 1,930 2,259 2,458 4,717

旭 1,447 1,544 1,670 3,214
弥 栄 717 714 792 1,506
三 隅 2,869 3,135 3,516 6,651
合 計 26,759 27,891 31,193 59,084

人　口（３月末現在）

（単位：人）

　都川地区は、旭自治区の南部に位置する中国山地の山あいの集落で、自然と調
和した優美な景観が今でも残されています。
　都川の棚田は、耕作者による地道な維持管理が行き届いており、日本の棚田百
選に選ばれています。
　県道都川中野線から眺める棚田は、山林を背景にして、高い石垣が弧を描き、
城跡の石垣を連想させるような整然とした、たたずまいを残しています。
　棚田の起源は、江戸時代にさかのぼり、当時盛んに行われていた「たたら製鉄」
の砂鉄採集方法である「鉄

か ん な

穴流し」による残土を利用し、農地を造成したことか
ら、現在の棚田の景観が作り出されたといわれています。
　歴史を受け継いで、現在でもなお、農村生活の一部として周囲の景観と調和し
ながら残されている都川の棚田に足を運んでみてはいかがでしょう。

編集・発行　浜田市広報情報課
☎0855–22–2612（代表）
▢ＦＡＸ 0855‒22‒7840（FAX専用）

浜田市ホームページ
http://www.city.hamada.shimane.jp

メールアドレス
E-mail:info@city.hamada.shimane.jp
〒697‒8501 島根県浜田市殿町1番地

市金城支所
☎42–1234

市旭支所
☎45–1234

市弥栄支所
☎48–2111

市三隅支所
☎32–2800

わがまち 再発見！

都
つ

川
かわ

の棚田


